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小学校における心に響く道徳の時間の展開 
 

－地域と結びついた学習活動と関連を図った総合単元的な試み－ 

 

 

 

 

 

子どもたちの心に生きてはたらく道徳学習が求められている。本

研究では，道徳性がはぐくまれ，その実践の場である子どもたちの

生活する地域を生かした道徳の時間の展開を図ることにした。教科,

特別活動，総合的な学習の時間の中で取り組まれる地域と結びつい

た学習活動における子どもたちの心の動きと道徳の時間の指導とを

響き合わせる総合単元を構想し，実施した授業の様子と結果を報告

する。 
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はじめに 

道徳教育への関心が深まっている。平成 10 年中

央教育審議会が，｢幼児期からの心の教育の在り方

について｣答申を行い，道徳教育の見直しが求めら

れた。そして，その後の学習指導要領の改訂にお

いては，従前は第３章に示されていた道徳教育の

目標が，｢第 1 章総則｣の｢第１教育課程編成の一般

方針｣の２に移され，(１)全教育活動を通じて道徳

教育を行うことが改めて示された。 

その道徳教育のかなめとしての道徳の時間の役

割は大きい。子どもたちが学習内容を自分のこと

として受け止め，主体的に考え，自らの生き方に

反映させていけるようなものになる必要がある。  

そこで，本研究では，子どもたちの生活する地

域を道徳の時間に生かすことを考えた。子どもた

ちの道徳性をはぐくむのは地域である。子どもた

ちが内面化した価値を生き方に反映させるのも地

域である。また，自分たちの住む地域への子ども

たちの関心は強いはずである。このような地域と

結びついた学習活動と関連させて総合単元的に道

徳学習を進めることで，子どもたちの道徳的実践

力を高めることができると考えた。  

以上のことから，まず，道徳の時間に求められ

ていることを整理し，その上で，地域をどのよう

に道徳の時間に生かすことができるか検討した

い。そして，地域を道徳の時間に生かす構想に基

づき，開発した学習プログラムを提示する。さら

に，その学習プログラムに基づく実証授業の分析

と考察を行い，研究のまとめとする。 
  

第１章 心に生きてはたらく道徳学習 

 

第１節 心に響く道徳の時間 

 

（１）今，道徳の時間に求められているもの 

 中央教育審議会答申で，道徳教育のかなめとな

る道徳の時間が，子どもの心に響かない形式化し

た指導や徳目の教え込みにとどまるような指導に

なっていると指摘された。そして，右上に示して

いるような道徳の授業を楽しくないと感じている

子どもたちの声を挙げ,道徳教育の現状の見直し

とその充実が求められた。（２）  

これを見ると，子どもたちが道徳の時間の学習

内容を自分の問題としてとらえ，主体的に考え，

自らの生き方に反映させていけるような本来ある

べき道徳の時間となっていないことが明らかであ

る。手軽なテレビ放送や手近な読み物資料に頼り，

子どもに感想を言わせるだけで終わっているよう

な授業も多いのではないだろうか。また，子ども

の実生活の中での思いと教師の思い込んでいる子

どもの意識とはずれがあるのではないだろうか。

だから，「いつもおなじ･･･」であったり，「始めか

らわかっていることなので･･･」であったりするの

である。 

このことに関連して，金井肇は「道徳の授業の

アンケート調査の中で大学生に小・中学校時代の

道徳の時間についてたずねると，『建前だけのきれ

いごとや分かり切ったことや真実味の感じられな

いことを道徳の時間に教えられていた』『明らかに

どういう答えを要求されているかが分かり，先生

の期待する答えに合わせなくてはならないと感じ

ていた』などといった感想をもっていた」（要約）

（３）と述べている。このことからも，多くの子ど

もたちは一定の行いや考え方を強制させられると

感じているのではないだろうかと思われる。 

 こうした現状に対して，平成 10 年の学習指導要

領の改訂では，次の３点が道徳教育改善の基本方

針として示された。(４) 

 

 
①体験活動等を生かした心に響く道徳教育 

②家庭や地域の人々の協力による開かれた道徳教育 

③未来に向けて自らが課題に取り組み，共に考える道徳教育
 

 

 

これまでから道徳教育は，全学校教育活動を通

して進められるものであることを基本方針として

きているが，第１章｢総則｣で明示されているよう

に，改めて各教科，特別活動及び，総合的な学習

の時間などあらゆる場面で道徳教育を行うこと，

そしてそれが子どもたちの心に響くものとなるこ

とが求められている。また，道徳性の発達は，子

どもの全日常生活においてなされるということか

ら，家庭や地域とともに進める道徳教育，子ども

たちが人生や社会を切り拓いていけるような，実

践的な力をはぐくむ道徳教育となるよう努めなけ

ればならないとされている。 

このようなことから，全教育活動を通してなされ

る道徳教育を補充，深化，統合する時間として，

道徳の時間を充実させるために，『小学校指導要領

解説‐道徳編‐』では，次のページに示すような

授業の改善点が挙げられ，（５）これに基づいて， 
「いつもおなじような授業だから」 
「……こうしなければならないということが多いから」 
「資料や話がつまらないから」 
「始めからわかっていることなので，感動したり考えたりす
ることが少ないから」 ≪道徳の時間を楽しくないと感じる理由≫
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近年様々な改善が行われてきた。 
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「重点的な指導内容については,総合単元的な発

想のもとに，道徳の時間と各教科や特別活動，総

合的な学習の時間，日常の学校生活，家庭や地域

社会での活動等と関連を図り，まとまった期間を

じっくり取り組むなどの工夫が求められる」（８）

と述べている。このように，小学校を対象とする

本研究では，各教科や特別活動，総合的な学習の

時間と関連させることで相乗効果を図ったり，日
① 多様な学習指導の構想をする 

・多様な形式の読み物資料を生かす 

・体験活動を生かす 

・各教科と関連をもたせる 

・複数時間扱いにする 

・家庭や地域社会と連携を図る など 
 

まず，１点目の多様な学習指導を構想するとい

ことに関しては，平成 12 年５月の道徳教育推進

況調査によると，道徳の時間の年間指導計画に

の教育活動における道徳教育との関連を記述し

いる学校が平成５年度の調査と比べて増えてい

。また，小学校では，異年齢集団活動や農作物

培等の勤労生産的体験活動，自然に親しんだり

然を愛護したりする体験活動,地域の清掃等の

仕的体験活動,高齢者や幼児等との交流活動な

，道徳性を養う体験活動に取り組まれている。

）このようなことから，体験活動と道徳の時間

関連させた指導が積極的になされてきているの

はないかと考えられる。  

本研究課においても，平成 13・14 年度「中学校

おける心に響く道徳の時間の展開」をテーマに，

徒の体験と道徳の時間を結びつけて展開するこ

により,道徳の時間が心に響くものとなり，そこ

学習した価値を生徒が自分のこととして受け止

ることで道徳的実践力の育成が図られるのでは

いかと考え，研究がなされてきた。体験の中で

とりわけ「生き方」の視点が明確に表れている

生き方探究・チャレンジ体験』と道徳の時間を

徳的価値の視点で連動させた学習プログラムを

発し,その有効性について二つの点から実証さ

た。（７） 

一つは，体験のビデオ映像や生徒の感想文を資

として活用することで，生徒が道徳の時間のこ

を自分のこととして考えることができたこと， 

う一つは，職場体験の前の道徳の時間より，職

体験やそれを関連させた後の道徳の時間のほう

，ねらいとしている価値の深まりが見られると

うことである。 

以上のように，道徳的実践力の育成を図る上で

験と道徳の時間を結びつけて指導することの意

について実証された。しかし，中学校の教科担

性というシステム上の困難もあり，『生き方探

・チャレンジ体験』のような学校行事などの特

活動との関連が中心となっている。押谷由夫は

常活動において意識の継続を図ったりするなどし

て，じっくりと総合単元的な道徳学習に取り組む

ことを検討していきたい。 

② 心に響き心が動く指導法の工夫をする 

総合単元的な道徳学習とは，「子どもが道徳性を

はぐくむ場を総合的にとらえ，各教科や特別活動，

総合的な学習の時間等の特質を生かして行われる

道徳的価値にかかわる学習を，道徳の時間を中心

に有機的なまとまりをもたせて子どもの意識の流

れを大切に計画して進める道徳学習」（９）のこと

である。 

一方，２点目の指導法の工夫に関しても，1 単

位時間の道徳の学習が心に響くものとなるよう

に，地域の人を招いたり，ゲームやアイマスクな

どの疑似体験を取り入れたりした多様な展開がな

されてきている。子どもたちにとって身近な地域

の人の話は子どもたちを感動させ，価値を深める

上で効果があると思われる。京都市の読み物資料

集「ゆめいっぱい」では，考えさせたい価値にふ

れ，感じ，考え，心を動かすことのできる共通体

験をさせるために，以下に示すようなゲームが扱

われている。 
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1 年『できるかな』ゲーム 

2 年『いのちのかがやきをみつけよう』ゲーム 

3 年『できることさがし』ゲーム 

4 年『いいとこあるやんか』ゲーム 

5 年 ネイチャーゲーム 

6 年『おしゃべり』ゲーム 
ームを通して，子どもたちがふれあい楽しみ

ら学習することで，後の話し合い活動を深め

るようである。けれども，押谷由夫も「道徳

間が週１時間であり，かつ各教育活動におけ

徳教育を補充，深化，統合するものとして位

けられているため，体験的な学習を行うには

ずと限界がある」（10）と述べているように，

間の道徳の時間の中でこれらのゲームや疑似

を行い，価値を深めるには無理が出てくるこ

あるのではないだろうか。さらに押谷は，「道

時間における体験的な学習の限界を補うため

他の教育活動において道徳性の育成にかかわ
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る豊かな体験活動を充実させながら，それらの体

験と道徳の時間における学習とを関連づけるので

ある」（11）と言う。重点的な指導内容であれば，

前述した指導要領解説の改善点にも挙がっている

ように複数時間扱いとし，総合単元的な学習を構

想していく必要があると考える。 

さらに，道徳の時間の学習内容を子どもたちが

自分のこととして受け止め，主体的に考え，自ら

の生き方に反映させていけるようなものになるに

は，その内容が子どもたちの心に響くもの，つま

り，道徳的価値が自分の生活とかかわるものであ

ることが大切である。また，子どもたちが自分の

生き方に結びつけられるものであることと同時

に，ふくらんだ実践意欲を実践に移すことのでき

る場があることも必要ではないだろうか。なぜな

ら，実践することにより，価値がさらに深まった

り実践力が高まったりすると考えるからである。 

  

(２)心に響く道徳の時間の構想 

 そこで本研究では，前述した中学校での先行研

究をふまえ，さらに「地域」をキーワードに他の

学習活動と関連を図って総合単元を構想し，心に

響く道徳の時間を展開しようと考えた。なぜなら

｢地域｣というキーワードには，次のような５点に

おいて道徳とのかかわりがあると思われるからで

ある。 

① 道徳性がはぐくまれる場としての地域 

前項でも述べたが，子どもたちの道徳性は，子

どもたちが生活するあらゆる場で育成される。言

うまでもなく，地域もそのための重要な場である。 

② 道徳的実践の場としての地域 

 子どもたちが気づいた道徳的価値が実

践されるのは，言うまでもなく，子ども

たちの生活する家庭や地域においてであ

る。 

③ 学習の場としての地域 

道徳教育は全教育活動を通して行われ

るものであり，「子どもの興味や関心に基

づく体験的な学習を通して道徳性の育成

が図られる」（12）といわれる総合的な学

習の時間を始めとして,子どもたちが地

域へ出て学習をすることが多くなってい

る中，道徳教育の学習の場として積極的

に地域を活用することが求められてい

る。  

④ 教材としての地域 

上記のことをふまえ，子どもたちにと

って身近な地域の人やもの，ことを道徳

の資料として扱うことにより，子どもたちの興味

や関心を高め,子ども自らが学ぶ道徳となる。つま

り，地域は道徳教育の教材となる。 

⑤ ともに子どもを育てる地域 

前節で示した道徳教育の改善点にもあるよう

に，家庭や地域の協力による開かれた道徳教育が

求められている。学校は地域とともに子どもを育

てる姿勢をもたなければならない。 

以上のようなことから，図１－１のように,総合

的な学習の時間や教科，特別活動の中で取り組ま

れる地域と結びついた学習活動と道徳の時間を関

連させて，道徳の時間に地域を生かすことで，道

徳の時間が子どもたちの心に響き心が動くものと

なり，子どもたちの道徳的実践力を高めることが

できるのではないかと考える。 

子どもたちは，総合的な学習の時間，教科，特

別活動の学習内容によっては，地域で，地域の素

材を教材として，時には地域の人の協力を得て，

学習活動を繰り広げている。その学習活動におい

て，子どもたちは道徳的価値にふれ，心を動かし

ている。豊かな学習活動であればあるほど，心の

動きは大きいはずである。図１－１の矢印で示し

たように，その心の動きを道徳の時間に生かすこ

とができれば，それは地域と結びついたものであ

るので，子どもたちに自分とのかかわりで価値を

とらえさせ，自分自身との対話を豊かにさせるこ

とができるのではないだろうか。そうなれば，子

どもたちは内面的に自覚した価値を自分の生き方

に道徳的実践として反映させようとするだろうと

考え，研究協力校の地域実態をふまえ，具体的な

プログラムを作成した。 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

⑤ 子 ども を育 てる 場  

④ 教 材 

 
③ 学 習 の 場 

 
② 道 徳 的 実 践 の 場 

①道徳性がはぐくまれる場 �����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
地 域 

特 別 活 動 教 科 
 

心の動きを関連させる  

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

心に響く

道 徳 の 時 間 

道 徳 的 実 践 

道徳 的実践力 を高め る 
 

総合単元的な道徳学習  

図１－1 心に響く道徳の時間の構想 
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第２節 地域を生かした道徳の時間 

 

（１）地域を道徳の時間に生かす 

 前節でも述べたが，子どもたちは，自分たちの

生活する地域で，地域の素材から，また，地域の

人の協力を得て学んでいる。その地域を道徳的価

値の視点でとらえて整理したものが，表１－１で

ある。 
これは，研究協力校の子どもたちが学習活動に

おいてかかわるであろうと思われる地域素材を挙

げたものである。実際にはもっと様々なものがあ

り，これは一部に過ぎない。また道徳的価値につ

いても，考えられる主なものを挙げたに過ぎない

し，地域と結びつく学習活動のねらいからしてつ

ながる道徳的価値も変わってくるだろう。しかし，   

このような地域素材の中から子どもたちが興味・

関心をもち，子どもたちの心に響く内容をもつも

のを教材化することで，子どもたちが自分のこと

として主体的に道徳的価値について考えを深める

道徳の時間にすることができるはずである。 
では，このような素材をもつ地域をどのように

道徳の時間に生かすことができるのか考えてみる

ことにする。一般的には図１－２のような構造が

考えられる。これを便宜上【パターン１】とする。 

 
地 域 

生活に生かす 

①地域素材から学ぶ 
②地域の人から学ぶ 
 地域の人とともに学ぶ 
③生活を見つめる 

 
道徳の時間 

 

図１－２ 地域を生かした道徳の時間（パターン１） 

  このパターンでは，地域の生かし方として，図 

で示したように次のことが考えられる。①地域素 

材を資料にしたり説話で用いたりすることがで

きる。②地域の人に話をしていただいたり，子ど 

もたちの話し合いに参加していただいたりする 

など，地域の人を招いて協力しながら学習を進め 

ることができる。③子どもたちの日常生活を資 

料にしたり，自分自身を振り返る発問をしたり 

するなど，子どもたちに生活の中での自分を見つ

めさせる。以上の３点である。 

それでは，道徳の時間の展開の中で地域の生か

し方について具体的に考えてみたい。上述した①

～③を，永田繁雄による講座資料(13)を参考にして
次ページの表１－２のようにまとめてみた。そし

て，文部省読み物資料「ふろしき」（『夢いっぱい』

にも掲載）を活用した「文化や伝統を大切にしよう

とする心情を育てる」という道徳の時間の展開例

を考え，当てはめてみた。（以下の○数字は，表１

－２に基づく） 
〈導入〉で，昔から使われている物③について子

どもたちが話した後，「地域の学習協力者」②（以

下「C.T.」コミュニティー・ティーチャーとする）
に友禅染のふろしき①を提示してもらう。子ども

たちは，そのきれいなふろしきが地域の伝統産業

友禅染であることを知り，驚きとともに親しみを

もって資料を読む。 

  地域素材 
つなげることのできる 

主な道徳的価値 

高齢者，障害のある人， 

幼い人など 

尊敬・感謝 

思いやり・親切 

公正・公平など 

少年団体の指導者 勤労・奉仕 

役割・責任など 

地域に在住する外国の人 

 

国際理解，人類愛 

公正・公平など 

社会のために活動している人 国際親善，郷土愛 

尊敬・感謝など 

登下校の安全を守る人 節度・節制  

尊敬・感謝，礼儀など 

地域の施設で働く人 勤労・奉仕，役割・責任

思いやり・親切など 

商店街で働く人 礼儀，勤労 

創意・進取など 

農家の人 自然愛，動植物

生命尊重，勤労など 

人 

映画の仕事に携る人 創意・進取，勤労など 

敬老会 尊敬・感謝 

思いやり・親切など 行
事 

地蔵盆 郷土愛など 

自然（野外） 自然愛，動植物愛護など

ボランティア 勤労・奉仕，役割・責任

思いやり・親切など 

スポーツ 不撓・不屈，個

信頼・友情など 

体
験
活
動 

文化活動 個性伸長，愛国

表１－１ 地域とつなげることのできる道徳的価値 

 

愛護 

 

 

性伸長 

心など 

〈展開１〉では，C.T.②に，資料中の母親のよう
にふろしきで重箱，瓶，西瓜などを包んで見せて

もらう②。子どもたちは，物に合わせて包み方を

変えながら見事に包んでしまう様子に感動し，そ

れを主人公の心情に重ねる。続く資料中の母親の

気持ちを探る話し合いでは，C.T.②に母親の立場
で子どもたちの話し合いを見守ってもらい，終末 

公園 公徳心など 

図書館 公徳心など 

警察署,消防署など 生命尊重など 

施
設 

老人福祉センターなど 思いやり・親切など 

自然 
西高瀬川，公園 

広隆寺，木嶋神社など 

自然愛，動植物愛護 

環境保全など 

広隆寺，仏像 

木嶋神社・大酒神社など 

郷土愛，国際理解 

敬虔など 

牛祭など， 郷土愛,自然愛など 

蛇塚古墳,天塚古墳など 郷土愛，国際理解など 

撮影所 郷土愛，創意・進取など 

文
化
・
伝
統 

町名 郷土愛など 
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の説話に生かしてもらう。 

〈展開２〉では，日常生活③を振り返り，ねらい

とする価値にかかわって自分を見つめられるよう

な発問をする。 

そして〈終末〉では，学習したことを子どもた

ちが日常生活③につなげられるよう，C.T.②に，

身近な補助資料となる実物①を見せながら伝統の

よさについて語ってもらう。道徳の学習の後,子ど

もたちも実際にふろしきで物を包んでみたり，そ

れを抱えてみたりして，そのよさを実感③する。 

前述した三つの方法を有効に使いながら，一般

的な指導過程に沿って一つの展開例を考えてみ

た。〈展開 1〉においては，C.T.の補助を得ながら

ふろしきを使って物を包んでみるという模擬体験

をした上で，登場人物の気持ちを考えるというこ

ともできる。大切にしたいのは，｢地域の学習協力

者｣となる人の生き方に子どもたちが価値を実感

するような学習を構成することであると考える。 

このように，地域の素材を道徳の時間に生かす

ことで，子どもたちの心を揺さぶることができ

るだろう。けれども，単時間の取組では，指導者

主導の学習で終わり，子ども主体の学習を展開す

るのは難しいと思われる。したがって，その時間

に高められた道徳的実践力を生き方に反映するま

でには至りにくいのではないだろうか。前節１項

でも述べたが，重点的な内容によっては，余裕の

ある時間的な枠の中で，多面的に道徳的実践力を

育てることが大切であると考える。 

 

（２）地域を生かした総合単元的な道徳学習  

『小学校指導要領解説－道徳編－』に｢各教科等

と道徳の時間の指導のねらいが同じ方向をもつと

き，学習の時期を考慮したり，相互に連続させた

りして関連をもたせた指導を進めると，効果を一

層高めることができ

る。関連する一連の道

徳学習を一つのくくり

として総合的に学習指

導を考えることもでき

る。｣（14）とある。各

教科，特別活動，総合

的な学習の時間，日常

的な生活における指

導，それぞれの特質を

理解した上で，それぞ

れの特質を生かして道

徳の時間と関連を図

り，総合単元的に道徳

学習を進めることが求められている。 

道徳の時間の

表１－２ 地域を道徳の時間に活用 

 
①地域素材の活用 

②地域の先生（C.T.）から学ぶ 

地域の人と学ぶ 
③生活を見つめる 

導 入 

・動機づけ（実物や写真な

どを提示して） 

・動機づけの話をしてもらう。 ・ねらいにかかわる日常体験を想起さ

せ，ねらいとする価値への方向付けを

したり,問題意識を高めたりする。 

展開１ 

・資料 

・補助資料 

・資料について,解説や補説をしてもらう。 

・実演をしてもらう。 

・子どもの模擬体験的な活動の捕助をしてもらう。 

・日常体験を資料中の登場人物の行動や

心情に重ねて考えられるようにする。 

展開２ 

・自分自身を振り返り，体

験を交流するときの補助

資料 

・振り返りの話し合い活動に参加してもらい，体験

などを話してもらう。 

・日常生活を振り返り，資料での話し合

いを生かして,自分をより深く見つめ

られるようにする。 

終 末 

・説話の補助資料 

・日常生活につなげるため

の資料 

・体験談などをしてもらう。 

・地域の人の声をビデオや録音テープに収録したも

のを活用する。 

・日常生活につながるまとめをする。 

事前の学習活動で，子どもたちは

様

る

々な思いをもち自分自身と対話をしている。例

えば第２章で例示する「ごみゼロの日」の取組に

ついていうと，働くことの気持ちよさ，友だちと

力を合わせることの楽しさ，きれいになったとき

の心地よさ，自分も役に立てたという喜び，子ど

もたちそれぞれ思いの違いはあるものの，その活

動が子ども自ら取り組む豊かなものであればある

ほど，自己との対話も豊かであるはずである。そ

して，その後に続く道徳の時間に資料などを用い

て価値を追求する。事前の体験を想起して「自分

は，みんなの公園を大事に使っていただろうか」

「自分は，今までみんなが使うということを意識

していただろうか」などと，自己への問いかけを

する。このような学習を通して，生きる上で大切

だと思うことに気づく。つまり，子どもたちが内

容項目に示された道徳的価値を見出すのである。

そして，その価値を実現させたいというふくらん

だ思いを実現させる場を続く学習活動に設ける。

子どもたちは，そこで実践することにより，充実

感，成就感，自己有用感，自己肯定感などを味わ

う。内にある道徳的実践意欲もさらに高まるとと

もに，新たな問題意識，課題意識が生まれる。 

 このように，他の学習活動と道徳の時間,道徳の

時間と他の学習活動をつないだ一連の取組を構成

することができれば，子どもたちが自己との対話

を進めながら価値の自覚を深め，道徳的実践力を

高めていくことができるであろう。総合単元的な

道徳学習とは，このようなものであると考える。 

各教科，特別活動，総合的な学習の時間におけ

学習活動と関連させた道徳の時間に，どのよう

に地域を生かすことができるのかを，図１－３で

示してみた。このように，地域と結びついた他の
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学習活動と道徳の時間を関連させるものを便宜上

【パターン２】とする。 

図

地

側

域

に

を

の

や

よ

ぞ

究

意

学

自

ま

位

的

効

他

図

こ

様

かかわる他の学習活動を計画することで，子ども

たちの意識の流れを大切にして道徳学習を進める

ことができるであろう。 
１－３ 地域を生かした道徳

子どもたちは，地域と結びついた学習において

②地域 の 人 か ら 学 ぶ 
地 域 の 人 と と も に 学 ぶ
③ 地 域 で 学 ぶ 

生 活 に も ど す 

教 科 ， 特 活，  
総合的な学習の時間  地  域  

問 題 意 識 や 課 題 意 を 
主 体 的 に 追 究 す る  

問題意識や課題意識を体
験的な学習活動でさらに 
主 体 的 に 追 究 す る 

生 活 に 生 か す 

道徳の時間  

①地域から学ぶ 
② 地 域 の 人 か ら 学 ぶ 
地域の人とともに学ぶ 
③ 地 域 で 学 ぶ 

 

の前後に道徳的価値の

1】のように，地

動の有機的な関連を図

る

的

(１)『小学校学習指導要領(平成 10 年 12 月)』  p.1 

 の

(３) 教育」『道徳教育』No.508  

(４) 10 年 12 月）解説－道徳

(５)

育資料』8 月号臨時増刊 東

(７) 心に響く道徳の時

(８)押谷由夫｢道徳教育充実のへの共通の思いを確認｣ 

(９)押谷由夫『道徳教育新時代』国土社 1994 p.146 

 

(11)

育の充実に向けて』平成 15 年度

(14)

域の人，もの， こととのかかわりを深めること 

より，道徳的価値にふれ，問題意識や課題意識

もつだろう。その後，道徳の時間に道徳的価値

自覚を深める学習を行う。それぞれの問題意識

課題意識の追求が地域と結びついたものだけに，

り主体的になされると考える。それから，それ

れが課題とする事柄について，より主体的に追

していくことのできる学習活動につなぐ。問題

識や課題意識は持続し，子どもたち主体の道徳

習として発展すると思われる。そしてそれは，

分をより高めようとする地域での道徳的実践に

でつながるであろう。 

このように,道徳の時間

面から関連させることのできる他の学習活動を

置づけて，大きな一つのくくりとして総合単元

に学習することは，道徳的実践力を高める上で

果的であると考えられる。 

また，先に示した【パターン

を生かして展開することのできる道徳の時間と

の学習活動を関連させるのが図１－４である。 

１－４ 地域を生かした道徳の時間（パターン３）

れを【パターン３】とする。【パターン２】と同

教科，特活，総合的な学習の時間 

問題意識や課題意識
を主体的に追究する 主体的な学習活動 

生活に生かす 

 
地 域 

①地域素材から学ぶ 
②地域の人から学ぶ 
 地域の人とともに学ぶ 
③生活を見つめる 

 
道徳の時間 

 

に，道徳の時間の前後で子どもたちが主体的に

道徳の時間と他の学習活
の時間（パターン２） 

 ① 地 域 の 素 材 か ら 学 ぶ 

には，双方のどんな点をどのように生かすかを

考えなければならない。まず大切なのは，関連の

軸となる道徳的価値である。地域と結びついた学

習活動を進める上で，子どもたちはどんな道徳的

価値にふれて心を動かすだろうか，どのような道

徳的価値で判断して学習を進めるだろうか，道徳

的実践意欲や態度はどのように培われていくのだ

ろうかなどと考え，これらの学習とつながるであ

ろう主な内容項目を考えることが必要となる。 

しかし，道徳の時間とその他の教育活動が道徳

価値の点で一致するからと安易な考えのもとで

の関連は意味をなさない。学習内容からの説明と

なったが，各校の道徳教育の基本方針を具現化す

る全体計画の中での関連であり，総合単元の構想

である。本研究では，前述したように地域と結び

ついた他の学習活動と関連させて道徳の時間の展

開を図ることで道徳性を育てることをねらうので，

主に【パターン２】の取組となる。研究協力校の

学校教育目標や全体計画に基づいた総合単元の構

想のもと研究を進めた。 

 

(２)「中央教育審議会中間報告－幼児期からの心の教育

在り方について－」『文部時報』4 月臨時増刊号  

文部省 1998 p.152 

金井肇「これからの道徳

明治図書 2001.5 p.181 

『小学校学習指導要領（平成

編－』文部省 1999 p.5 

前掲４ 注 pp..73～78 

(６)文部省小学校編『初等教

洋館 2000 p.10 p.24 

石居知予子「№479 中学校における
 

間の展開Ⅱ」『研究紀要 Vol.2』 京都市立永松記念教

育センター 2002  pp..124～129 

前掲 注３ pp..73～74  

(10)押谷由夫『新しい道徳教育の理念と方法』 東洋館出

版社 1999 p.126 

前掲 注 10 p.127 

(12)前掲 注４ p.91 

(13)永田繁雄 『道徳教

道徳教育連携・推進講座資料 

 前掲 注４ p.74 
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第２章 道徳の時間のプログラム開発 
 
第１節 学習プログラムの開発に向けて 
 
（１）道徳の時間の年間指導計画 
１章２節でも述べたが，地域と結びついた学習

活動を関連させて地域を生かした総合単元を構想

する場合，関連の軸となるのは道徳的価値である。

したがって，地域と結びついた学習活動で，子ど

もたちが気づくであろう道徳的価値と道徳の内容

項目とのつながりを検討する必要がある。 

 内容項目は，４つの視点の下に低学年は 15，中

学年は 18，高学年は 22 ある。例えば第３学年と 

第４学年の指導内容の視点１には，（１）「自分で

できることは自分でやり，節度のある生活をする」

という内容項目がある。これを『小学校指導要領

解説－道徳編－』（15）を基に調べてみると，「自分

でできることは自分でする」という〈自立〉に関

すること，そして，「節度のある生活」の中に，健

康や安全に気をつけるという〈健康・安全〉に関

すること，物や金銭を大切にするという〈物や金

銭の活用〉に関すること，身の回りを整えるとい

う〈整理・整頓〉に関すること，わがままをしな

いで規則正しい生活をするという〈節度・節制〉

に関することなど，複数の道徳的価値が含まれて

いる。他の内容項目についても，同じように複数

の道徳的価値を含むものがある。したがって，地

域と結びついた学習活動と道徳の時間のつながり

を明確するには，内容項目に含まれる道徳的価値

を明確にすることが大切であると考えた。   表２－１ 指導内容〈第 3学年及び第 4学年〉 
そこで，押谷等の『道徳の授業をひらく』（16）を
参考にして，内容項目の指導内容を見直すことに

した。表２－１は，主な指導内容をキーワードで

まとめたものである。これを基に，第３学年の社

会科における地域と結びつく学習活動（本市指導

計画を参考）を道徳的価値の視点で見ることで，

これらの学習活動とつながる内容項目を図２－１

のように考えてみた。同様に，他の教科，学校行  

視
点 

第３学年及び第４学年内容 主な指導内容 

（１）自分でできることは自分でや

り,節度のある生活をする。 

節度・節制，(節度ある生活・時間

の尊重・物や金銭の活用・整理整

頓・健康安全)，自立 

（２）よく考えて行動し，過ちは素直

に改める。 

思慮・反省 

（３）自分でやろうと決めたことは，

粘り強くやり遂げる。 

勤勉 (勉強・仕事)・努力 

 

（４）正しいと思うことは，勇気をも

って行う。 

正義・勇気 

１ 

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と 

（５）正直に，明るい心で元気よく生

活する。 

正直，明朗・誠実（自分の心に正直・

相手に対して誠実・誠実さは信頼に

つながる） 

（１）礼儀の大切さを知り，だれに対

しても真心をもって接する。 

礼儀（あいさつ・言葉づかい・ふる

まい） 

（２）相手のことを思いやり，親切に

する。 

思いやり・親切 

（３）友達と互いに理解し，信頼し，

助け合う。 

信頼・友情，助け合い，（理解し合

う・助け合う・高め合う） 

２ 

主
と
し
て
他
の
人
と
の 

 
 

 
 

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

（４）生活を支えている人々や高齢者

に，尊敬と感謝の気持ちをもって

接する。 

尊敬・感謝（高齢者に対するもの・

生活を支えてくれる人たちに対す

るもの） 

（１）自然のすばらしさや不思議さに

感動し，自然や動植物を大切にす

る。 

動植物愛護・自然愛(人間と動植物

のふれあいや心の通い合い・自然の

美しさや動植物の成長や命の躍動

感・環境問題) 

（２）生命の尊さを感じ取り，生命あ

るものを大切にする。 

生命尊重(動植物の死や誕生・動植

物が精一杯生きている姿・人間の生

命の大切さ・人間の誕生) 

３ 

主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の 

と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

（３）美しいものや気高いものに感動

する心をもつ。 

敬虔，感動(自然や生命のもつ神秘

さなど・人の心の美しさ) 

（１）約束や社会のきまりを守り，公

徳心をもつ。 

公徳心，規則尊重（約束やきまりを

守る・公共物の扱いや公共の場での

あり方） 

（２）働くことの大切さを知り，進ん

で働く。 

勤労（勤労の意義・楽しさ・喜び） 

（３）父母，祖父母を敬愛し，家族み

んなで協力し合ってたのしい家庭

をつくる。 

家族愛（父母や祖父母に対するも

の・家族の一員としての意識） 

（４）先生や学校の人々を敬愛し，み

んなで協力し合って楽しい学級を

つくる。 

愛校心(学校の人への敬愛・学級づ

くり) 

（５）郷土の文化と伝統を大切にし，

郷土を愛する心をもつ。 

郷土愛（郷土に親しむ・よさを守

る・よりよい郷土をつくる） 

４ 

主
と
し
て
社
会
や
集
団
と
の 

 
 
 
 
 

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

（６）我が国の文化と伝統に親しみ，

国を愛する心をもつとともに，外

国の人々や文化に関心をもつ。 

愛国心・国際理解（わが国の文化や

伝統，外国の人々や文化） 

 

図２－１ 第３学年（社会科） 

地域と結びついた学習とつながる道徳的価値 
 

単元 地域と結びつく学習内容 
わたしたちの京都市 
１わたしたちのまち 

まちのようすを調べて地図にま

とめることを通して，地域のよさ

に気づく。 
 

３農家でつくられるもの 
 
 
 

身近な農業生産活動の実際につ

いて観察や調査などをし，仕事の

特色や農業生産に携わる人々の工

夫，自分たちの生活とのかかわり，

他地域との関連を考える。 
 

地いきや生活の 
うつりかわり 
１むかしを伝えるもの 

昔の道具の様子や使い方を調

べて，昔の人々の知恵や工夫に気

づき，当時の人々が生活の向上を

願っていたことを考える。 

２地いきにのこるむかし 
 

 地域の歴史を伝えるものを見つ

け出したり調べたりして，人々が

どのような願いや思いをもってく

らしていたか考える。 

道徳内容項目 

自立，節度・節制  （1） 

思慮・反省 （2） 

勤勉・努力  （3） 

正義・勇気  （4） 

正直，誠実・,明朗 （5） 

１ 

礼儀  （1） 

思いやり・親切 （2） 

信頼・友情， 

助け合い 
（3） 

尊敬・感謝 （4） 

２ 

動植物愛護，自然愛  

生命尊重  （2） 

敬虔  （3） 

３ 

公徳心，規則尊重 （1） 

勤労  （2） 

家庭愛  （3） 

愛校心  （4） 

郷土愛  （5） 

愛国心，国際理解 （6） 

４ 
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社会 理科 総合 行事 その他
わたしたちのまち
　４－（５）

植物をそだてよう
　　３－（１）

入学式
４－（４）

よいクラスに　４－（４）
「わらってごめん」

よいクラスに　４－（４）
「わらってごめん」

はげまし合う心　２－（３）
｢ドッジボール」

はげまし合う心　２－（３）
｢ドッジボール」

自分でできるっていいなあ　１－（１）
｢できることさがしゲーム」

正しいこと　１－（４）
「ばけものたいじ」

チョウを育てよう
　　３－（２），３－（３）

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（４）

明るい心　１－（５）
「つぎつぎと」

自分でできるっていいなあ　１－（１）
｢できることさがしゲーム」

遠足
２－（３），３－（１）

大切な命　３－（２）
｢ぼくらの野球チーム」

大切な命　３－（２）
｢ぼくらの野球チーム」

交通教室
１－（１），３－（２），４－（１）

みんなの手で　４－（１）
「みんなのわき水」

自然を守る　３－（１）
｢ほたるの川」

京都市の町の様子
　　４－（５）

植物をそだてよう
　　３－（１）

ごみゼロの日
４－（１），４－（５）

役に立つ喜び　４－（２）
｢小さなげき場」

物を大切にする心　１－（１）
｢この水着で」

こん虫をしらべよう
　　３－（２）

物を大切にする心　１－（１）
｢この水着で」

きまりを守ろう　４－（１）
｢雨のていりゅう所で」

きまりを守ろう　４－（１）
｢雨のていりゅう所で」

役に立つ喜び　４－（２）
｢小さなげき場」

自然を守る　３－（１）
｢ほたるの川」

思いきって　１－（４）
「これでいいんだ」

植物をそだてよう
　　３－（１）

自然のすばらしさ　３－（１）
「わたしの花」

なかよく生きるために　２－（２）
｢ボランティアってなあに？」

じゆうけんきゅう
　　３－（１）

あきらめないで　１－（３）
「ぼくらは小さなはかせ」

あきらめないで　１－（３）
[ぼくらは小さなはかせ」

商店のはたらき
　　４－（５）

植物をそだてよう
　　３－（１）

避難訓練
１－（１），３－（２）

尊敬と感謝　２－（４）
「わたしのおじいさん」

大切な命　３－（２）
「明かりが見えた」

真心をこめて　２－（１）
「電話の向こうはどんな顔」

よく考えて　１－（４）
「らくがき」

なかよく生きるために　２－（２）
｢ボランティアってなあに？」

素直な心　１－（２）
「トムトムが見たものは」

大切な命　３－（２）
「明かりが見えた」

外国の文化　４－（６）
「マダン」

遠足
２－（３），３－（１）

楽しい家庭　４－（３）
「お父さんは世界一」

郷土を愛する心　４－（５）
「動く　はく物かん｝

郷土を愛する心　４－（５）
「動く　はく物かん｝

男女の協力　２ー（３）
「学習発表会」

男女の協力　２ー（３）
「学習発表会」

みんなの手で　４－（１）
「みんなのわき水」

工場でつくられるもの
　４－（５）

大きい心　２－（２）
「ししゆうのあるセーター」

自然のすばらしさ　３－（１）
「わたしの花」

農家でつくられるもの
４－（５）

信頼する心　２－（３）
「絵葉書と切手」

明るい心　１－（５）
「つぎつぎと」

自然を守る　３－（１）
「しぜんを守るってどんなこと」

約束やきまりを守る　４－（１）
「にじ色のふん水」

よく考えて　１－（４）
「らくがき」

美しい心　３－（３）
「きつねのよめ入り」

はげます心　２－（３）
「よかったねとみお君」

大きい心　２－（２）
「ししゆうのあるセーター」

大切な命　３－（２）
「生きているしるし」

大切な命　３－（２）
「生きているしるし」

家族っていいな　４－（３）
「お母さんのせいきゅう書」

尊敬と感謝　 ２－（４)
「わたしのおじいさん」

むかしを伝えるもの
４－（６）

明るい心で　１－（５）
「元気出して！」

真心をこめて　２－（１）
「電話の向こうはどんな顔」

避難訓練
１－（１），３－（２）

親切な心で　２－（２）
「そうじの時間」

自然を守る　３－（１）
「しぜんを守るってどんなこと」

　
正しいこと　１－（４）
「ばけものたいじ」

はげます心　２－（３）
「よかったねとみお君」

学活「むかしあそび大
会をしよう」４－（６）

素直な心 １－（２）
「トムトムが見たものは」

楽しい家庭　４－（３）
「お父さんは世界一」

＊大切な文化　４－（６）
「むかしあそび大会」

みんなのために　２－（４）
「あと三十分おくれたら」

外国の文化　４－（６）
「マダン」

信頼する心　２－（３）
「絵葉書と切手」

地いきにのこるむかし
　４－（５）

約束やきまりを守る　４－（１）
「にじ色のふん水」

家族っていいな　４－（３）
「お母さんのせいきゅう書」

＊郷土を愛する
４－（５）

明るい心で　１－（５）
「元気出して！」

美しい心　３－（３）
「きつねのよめ入り」

郷土を愛する　４－（５）
「高せ川よ　えい遠に」

本市の計画月

　　　　　　　　　教科・特活・総合的な学習の時 における
　　　　　　　　　　　　　　　　地域と結びついた学習活動とつながる道徳的価値 本研究での計画

4

11

12

5

6

7

9

植物や生き物を
　　　　　　調べよう
３－（１），３－（２），
４－（５）

みんな仲よく
　　　　協力しよう
　　２－（３），
　２－（２）

　国語　「調べたこと
を発表しよう」
２－（１），４－（５）

6年生を送る会，卒業式
２－（４），４－（４）

3

10

1

2 C

B

A

 主題配当例 

 ※

 ※

図２－２ 【第３学年】

間
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事，総合的な学習の時間の学習活動も整理し，ど

の学習活動と道徳の時間の関連を図って指導する

ことができるか示したものが図２－２である。 

『小学校学習指導要領』に「道徳の時間の年間

指導計画の作成に当たっては，道徳教育の全体計

画に基づき，各教科，特別活動及び総合的な学習

の時間との関連を考慮しながら，計画的・発展的

に授業がなされるよう工夫すること。」（17）とあ

る。本市教育委員会からも，道徳の年間指導計画

（18）が出されている。各教科の学習内容，行事，

季節，子どもの学校生活などから指導時期を考慮

して，資料や指導内容が配列されている。しかし

指導計画というのは，各校の道徳教育の全体計画

に基づき，子どもの実態や指導方法を考えて立て

るものである。したがって本市の指導計画を参考

にすることはできても，各学校で主題の配列を考

えなければならない。特に，複数時間を使って重

点的に指導する内容項目については，どのように

指導内容(主題)を配列することで子どもたちが主
体的に学習に取り組み，価値を深めていくことが

できるか考えることが大切となってくる。 
 そこで，本市の指導計画の主題配列を，地域と

結びつく他の学習活動と関連させられるように指

導時期を考慮して組み替えてみた。(図２－２) 例
えばＡの場合，道徳の時間に「みんなのわき水」

という読み物資料を使って学習した子どもたち

は，みんなが使う場所をきれいにすることの大切

さに気づき，それを実行しようという気持ちをふ

くらませる。そして，「ごみゼロの日」の取組で地

域の公園などに出かけた子どもたちは，進んで清

掃活動をする。その後の「役に立つ喜び」を主題

とした道徳の時間で，子どもたちは「ごみゼロの

日」の取組を想起しながら学習を進め，力を合わ

せて働くことの大切さに改めて気づき，みんなの

ために進んで働こうとする気持ちを高める。それ

が，地域で実践となって表れる。このように，道

徳の時間の公徳心などに関する価値の追求→特別

活動(地域の清掃活動)→道徳の時間の勤労などに
関する価値の追求→地域での道徳的実践と子ども

の意識の流れを考えて配列してみた。 
また，本稿７ページの表２－１で示したよう

に，同じ内容項目２－(１)「礼儀の大切さを知り，
だれに対しても真心をもって親切にする」であっ

ても，その礼儀には，あいさつや言葉づかい，ふ

るまいなどが含まれる。その中の何を子どもたち

に気づかせるのか，そのためにどんな資料を活用

するのかを考えることが大切であると考える。Ｂ

の場合，国語科の「知りたいことをインタビュー

で調べ，発表することができるようにする」とい

う目標をもった学習において，子どもたちは地域

の様々な人とかかわると思われる。その学習を内

容項目２－（１）の「真心をこめて」というふる

まいに焦点をあてた学習と関連させることで，礼

儀などに関する価値を深めることができると考え

た。真心を込めた応対の基にあるのは，相手を思

う心である。したがって，その後には，相手のこ

とを思いやることの大切さに気づく２－（２）の

価値に関する内容を配列した。そうすることで，

前時に追求した価値もさらに深めることができる

のではないかと考えた。 
ただし，図２－２の※印については，地域と結

びついた学習活動とより密接に関連をもたせるた

めに，本市の指導計画に挙げられていない資料を

用意する必要があると考えた。詳しくは，次の項

で述べることにする。 
このような指導内容の配当の基で，年間にわた

る指導の概要(指導の時期，主題名，ねらい，資料，
主題構成の理由，展開の大要及び指導の方法，他

の教育活動等における道徳教育，その他を記載し

たもの)を作成すべきとされている。（19） 
図２－２を見ると，地域と結びついた学習活動

と関連を図って指導することが容易な内容項目と

そうでないものがある。地域に住む人とのかかわ

りの中で道徳性をとらえる視点２，地域にある自

然や崇高なものとのかかわりにおいてとらえる視

点３，地域，国家，国際社会とのかかわりの中で

とらえる視点４などは，【パターン２】のように関

連させて指導し易い。それに反して，視点１の自

己の在り方を自分自身とのかかわりにおいてとら

えようとする内容項目に関する学習と，地域と結

びついた学習活動を関連させるのは難しい。けれ

ども，道徳の時間に地域の人に自分自身のことを

語ってもらったり，子どもたちと同じように一人

の人として自分自身のことを考える話し合いに参

加してもらったりすることはできる。したがって，

図２－２で地域と結びついた学習活動とつながっ

ていない主題の指導についても，【パターン１】や

【パターン３】のように地域を生かして指導する

ことは可能である考える。 
 
（２）地域と結びついた学習活動と 

関連させた道徳の時間  

図２－２のＣに示した関連を具体的にしたの

が次ページの図２－３である。社会科や特別活動

の地域と結びつく学習活動と道徳の時間を前章２

節２項で述べた【パターン２】のように関連させ
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て，総合単元的に学習を進めることにした。（以下

の○数字は図中のもの） 
①社会科で，地域の人の協力を得て昔の道具調

べをする中で，子どもたちは昔の人々の知恵や工

夫に気づくとともに，我が国の文化や伝統のよさ

にも気づく。②その学習で話題に上がった昔のお

もちゃを使ったり，地域の人に教えてもらったり

する「むかしあそび大会」を通して，昔遊びのよ

さを実感する。続く③道徳の時間に，むかしあそ

び大会のときの気持ちが想起できるような資料を

用いて学習することで，子どもたちは昔の遊びを

も含めた我が国の文化や伝統を大切にしていこう

とする心をふくらませる。④続く道徳の時間にお

ける読み物資料「マダン」を用いた学習を通して，

子どもたちは韓国・朝鮮の文化や伝統について理

解を深める。また，ユンノリを実際にやってみる

ことで日本の双六遊びと似ていること，自分の国

だけではなくよその国にも同じように大事な文化

や伝統があることに気づく。そして，となりの国

のことをもっと知りたいという気持ちを高める。

その後の⑤社会科の｢地いきにのこるむかし｣とい

う学習を進める中で，子どもたちは自分たちの住

む地域が道徳の時間に学習した韓国・朝鮮と昔か

らつながりがあり，地

域の史跡や観光名所

が，隣の国の文化と密

接な関係をもっている

ことに気づく。そして，

隣の国に親しみをもつ

とともに，自分たちの

町のよさを実感する。

さらに，⑥道徳の時間

で自分が感じた町のよ

さを交流することで，

町を大切にしていこう

という意欲や態度を身

につけることができ

る。 

図２－３ 総合単元構想図｢わたしの国，となりの国｣ 

以上のように，子ど

もたちの意識の流れを

仮定し，総合単元を構

想した。同じようなね

らいをもつ社会科の学

習や特別活動と関連し

た大きなくくりの中で

学習することで，子ど

もたちが愛国心や国際

理解，また地域愛など

に関する価値を深めることができると考える。そ

の深まりは，社会科における主体的な学習，深ま

りのある学習につながると思われる。さらに，そ

れは子どもたちの生き方に反映され，自分たちの

生活する地域で実践となるだろう。  

遊び道具を作るところ
から楽しめるんだね。 

①社会 ｢むかしを伝えるもの｣     

(２月) 

・昔の道具の様子や使い方を調べて，昔の

人々の知恵や工夫に気づき，当時の人々

が生活向上を願ってきたことを考える。 

自然にあるものをうまく使っ
て生活していたんだね。 

昔は不便だと思っていたけ
ど，楽しみもいっぱいあっ
たんだね。 

力のいる仕事が多かったのね。

③道徳｢むかしあそび大会｣４－（６）日本文教出版 (２月) 

・わが国の文化や伝統のよさを知り,それを大切にしていこ

うとする心情を育てる。 

日本に伝わる物を大事に
していきたいね。 

昔の人の知恵はすごいな。

④道徳 ｢マダン｣ ４－（６） ゆめいっぱい   (２月) 

・韓国・朝鮮などの外国の人々や文化に親しもうとする態度

を養う。 

②学級活動 ｢むかし遊び大会をしよう｣ 

(２月) 

・友だちとむかしあぞびを楽しむ。 

隣の国のことをもっと知
りたいな。 

世界には，いろいろな
文化があるんだね。 

⑤社会 ｢地いきにのこるむかし｣  

(３月) 

・歴史を伝えるものを見つけたり調べたり

することを通して，人々がどのような願

いや思いをもって暮らしていたかにつ

いて考える。 

⑥道徳 ｢わたしたちの町｣ ４－（５）     (３月) 

・自分たちの町のよさに気づき，町を大切にしようとする

態度を養う。 

これからも，住みよい町に
したい。 

わたしたちの町には，よいところ

がいっぱい。守っていきたい。 

国語 「三年とうげ」   (７月)

・いろいろな地域や国のお話に興

味をもち,図書室で本を探して

読む。 

 

わたしたちの町と隣の国
は，昔からつながっていた
んだね。 

弥勒菩薩像は，朝鮮半島の
新羅から送られたそうだ。

だから，太秦という名

前になったんだね。 

広隆寺は，昔朝鮮半島からやって
きた秦氏が建てたそうだ。 

難しいけど，練習す
るのも楽しい。 

※ 

総合単元的な道徳学習においては，子どもたち

の意識の連続性を大切にしていくが，その期間に

ついては，考慮する必要性があると考える。あま

り長いと意識を連続させるのに無理が出てくると

思われる。７月の国語｢三年とうげ｣からの取組も

考えられないことはないが，以上のような理由で，

｢三年とうげ｣を思い出して学習に入るという設定

にした。また，道徳の時間の学習の後，仮定した

通りに子どもたちの意識を無理にまとめようとす

るのではなく，子どもそれぞれの心の中の価値の

深まりを見ていきたい。 
それでは，総合単元を具体化し，どのように道

徳の時間を展開するのか，図２－３※印の道徳の

時間の場合をとって考えたい。次ページの図２－

４は，総合単元において，道徳的実践力をどのよ

うに高めていくか，そのためにどのように他の学

習活動と関連させ，どのように道徳の時間の展開

を図るとよいかを考え，構造化してみた。 
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図２－４にもあるように，道徳の時間の前の学

習活動での価値の気づきを道徳の時間に生かすた

めには，そのつながりを工夫することが大切だと

考える。子どもたちは，地域の歴史を伝えるもの

を見つけたり調べたりする社会科の学習活動を通

して，自分たちの町のよさを感じていると思われ

る。したがって，導入では，その気づきを想起さ

せる発問をしたい。展開については，読み物資料

を使って価値の追求・課題の追究をすることが多

いが，子どもたちは社会科で地域学習をしている

過程にあるので，副読本などにある他の地域の資

料を扱わず，新聞作りをすることで価値の補充・

深化・統合を図りたいと考えた。展開後半では，

自分の体験や生活を振り返り，前半の話し合いを

生かして自分を深く見つめられるような発問をす

ることが多い。けれども，子どもたちは新聞作り

の過程で自分自身との対話を深めると考え，中心

発問とかねることにした。 
また，ねらいにある｢町を大切にしようとする

態度を養う｣に迫るために，｢町のたからを守るに

はどうすればよいでしょう｣ などといった問いを
指導者は用意しがちである。けれども，道徳の時

間は，子どもたちの心を揺さぶり，子どもたちが

よくなりたいという思いを温める時間であるとい

うことをふまえて，子どもたちに一定の行いや考

え方を強制しないように気をつけたいと考える。

そこで，新聞のタイトルを考えるということで，

深めた価値を温めて終わることにした。 
事前に地域の人や家族に，「町のたから」だと

思ったもの・ことやそう思ったわけ，そのたから

を守るためにどんな努力をしたいかなどといった

内容について，子どもたちがそれぞれアンケート

をとっておく。そのアンケートカードを使って新

聞作りをすることで，子どもたちは，地域の人の

思いを知るだろう。そしてその思いは，社会科で

進めている｢昔の人々が願ってきたことを考える｣

という学習のヒントになるのではないかと思われ

る。つまり，道徳の時間の価値の深まりを次の学

習活動につなぐ工夫をすることで，子どもたちの

さらなる価値の追求が次の学習活動で続けられる

のではないかと考

えた。 ����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������

≪ねらいとする価値≫  
 
価値との出合い  
（気づき）  

 

 
 
 
価値の補充  
深化  
統合  

     
    
  

 

 

 
価値の内面化  
道徳的実践力の高まり  
実践的な活動  【他の学習活動 B】 

新たなる  
問題意識,課題意識  

 

【道徳の時間】  

 

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������終末  

�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������導入  ��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

展開  

【他の学習活動 A】 

問題意識 ,課題意識  

日常生活での  
道 徳 的 実 践  

つながりの工夫  

つながりの工夫  

課題追究の工夫  
価値追求の工夫  

体験 を思い起
こさせる工夫  

※【道徳の時間】  
〔主題名〕郷土を愛する 

〔ねらい〕自分たちの住む町のよさに気

づき，町を大切にしようとする

態度を養う。 

〔主な発問〕 

△社会科の時間に地域に残る昔のこと

を調べているが，｢ ｣はどんな町か。

 ○｢町のたから新聞｣を作ろう。 

 ○｢町のたから｣を挙げよう。 

 ◎★新聞を作って，気がついたことや

考えたことを話そう。 

 △新聞のタイトルを考えよう。 

〔留意点〕 

 ・事前に地域の人や家の人から，町の

たからやその理由,守るためにした

いことなどについてアンケートをと

っておく。 

 ・アンケートカードをもとに新聞作り

をする。 

 ・考えを深めるために，グループで活

動をする。 

 ・アンケートカードを読んで，町の人

の思いに気づくようにする。 

 

〔準備物〕アンケートカード 

新聞作りの材料など 

 

図２－４ 総合単元における道徳的実践力育成の構造と道徳の時間の展開 

道徳の時間の展

開については，子

どもたちそれぞれ

がもつ異なった課

題に応じて工夫す

ることも大切にな

ってくると思われ

る。例えば，親切

などに関する価値

について考えると

き，子どもたちは，

思いやりのある行

動がとれない自分

を見つめる。相手

が困っていること

にもなかなか気づ

きにくい子は相手

の立場に立って深

く考える心を，恥

ずかしくてなかな

か行動に表せない

子は勇気をもって

行動する心を，困

っている相手に気

づいても素直に表

現できにくい子は 
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図２－５ 【第２学年】 主題配当例 

行事 その他
入学式
４－（3）

すすんできれいに　１－（１）
「つくえの中」

　すすんできれいに　１－（１）
「つくえの中」

あいさつ　２－（１）
「あさのうた」

あいさつ　２－（１）
「あさのうた」

わがままばかりでは　１－（１）
「るっぺどうしたの」

わがままばかりでは　１－（１）
「るっぺどうしたの」

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（3）

思いやりの心　２－（２）
「ぼくは２年生」

思いやりの心　２－（２）
「ぼくは２年生」

みんなのきまり　４－（１）
「いいのかな」

みんなのきまり　４－（１）
「いいのかな」

ぼくのともだち　２－（３）
「がんばれゆうきくん」

ぼくのともだち　２－（３）
「がんばれゆうきくん」

ごみゼロの日
４－（１），４－（4）

すてきな学校　４－（３）
「学校大すき」

すてきな学校　４－（３）
「学校大すき」

正しいこと　１－（３）
「赤いボール」

正しいこと　１－（３）
「赤いボール」

うそやごまかし　１－（４）
「どっちがやさしいか」

うそやごまかし　１－（４）
「どっちがやさしいか」

みんなのねがい　１－（３）
「よかったね」

京都大すき　４－（４）
「京のぎおんまつり」

自然のすばらしさ　３－（１）
「みどろが池のミズグモ」

心をこめて　２－（４）
「ごほうび」

国語　「生きもの観察カード」
｢生きものの詩を書こう」３－（１）

心をこめて　２－（４）
「ごほうび」

思いやりのひとこと　２－（１）
「ことばのまほう」

避難訓練
１－（１），３－（２）

　　　　家族のために　４－（２）
　　「あき子さんのなつやすみ」

　　　　　家族のために　４－（２）
　　　　「あき子さんのなつやすみ」

すてきな京都　４－（４）
「大文字」

すてきな京都　４－（４）
「大文字」

気もちのよいあいさつ　２－（１）
「たけしのでんわ」

気もちのよいあいさつ　２－（１）
「たけしのでんわ」

思いやりのひとこと　２－（１）
「ことばのまほう」

けんこうなからだ　３－（２）
「きいきいのえんそく」

遠足
２－（３），３－（１）

＊自然のすばらしさ　３－（１）
「うしまつり」

自然のすばらしさ　３－（１）
「みどろが池のミズグモ」

＊大すきわたしたちの町
４－（４）

みんなのねがい　１－（３）
「よかったね」

＊いのちのつながり　３－（１）
「おいたてられた二ひきのカエル」

　　生きてるってすてきだね　　２ー（３）
　　「どうして生きてるってわかるの？」

感謝する心　２－（４）
「しょうごいんかぶら」

家の人のために　４－（２）
「さやかさんのおにぎり」

よいと思うこと　１－（３）
「わたしのランドセル」

感謝する心　２－（４）
「しょうごいんかぶら」

さいごまでやり通す　１－（２）
「マラソンたいかい」

　　　　　自然となかよし　３－（１）
　　　　　「たのしかったハイキング」

すがすがしい心　３－（３）
「おおきなゆう日」

すがすがしい心　３－（３）
「おおきなゆう日」

　　　　進んでやろう　１－（２）
　　「おいしいぱんはだれのもの」

　　　　　　　進んでやろう　１－（２）
　　　　　「おいしいぱんはだれのもの」

うつくしい心　３－（３）
「うぐいすのうた」

うつくしい心　３－（３）
「うぐいすのうた」

みんななかよく　２－（３）
「白いくつ」

みんななかよく　２－（３）
「白いくつ」

やくそくをまもろう　４－（１）
「ポケットふたつ」

やくそくをまもろう　４－（１）
「ポケットふたつ」

避難訓練
１－（１），３－（２）

＊大切ないのち　３－（２）
「たんじょうび」

さいごまでやり通す　１－（２）
「マラソンたいかい」

けんこうなからだ　３－（２）
「きいきいのえんそく」

なかよく　２－（３）
「ないた赤おに」

なかよく　２－（３
「ないた赤おに」

よいと思うこと　１－（３）
「わたしのランドセル」

家の人のために　４－（２）
「さやかさんのおにぎり」

草木を大切に　３－（１）
「赤いくさのめ」

こまったな　１－（２）
「げんきだして！」

こまったな　１－（２）
「げんきだして！」

やさしい心　２－（２）
「おばあさんどうぞ」

やさしい心　２－（２）
「おばあさんどうぞ」

　　　　　　やくそく　４－（１）
「ソルムンデばあさんのやくそく」

やくそく　４－（１）
「ソルムンデばあさんのやくそく」

よい学校　４－（３）
「学校のじまん」

よい学校　４－（３）
「学校のじまん」

やさいを　そだてよう
　おこめを　つくろう
３－（１），３－（２）
３－（３），２－（４）

10

本市の計画月

            教科・特活における
　　　　　　　　　　　　地域と結びついた学習活動とつながる道徳的価値 本研究での計画

ぼうけん，はっけん，
　　　　　　　町たんけん
４－（４），２－（１）

9

生きものと　ともだち
３－（１），３－（２）
３－（３），１－（２）

町と　なかよし
４－（４），３－（１）
２－（１），１－（１）

4

11

12

5

6

7

国語
「たんぽぽのちえ」
３－（１），４－（５）

国語
「ふきのとう」
３－（１）

生活

6年生を送る会，卒業式
２－（４），４－（3）

みんなで　つくろう
　　　　フェスティバル
２－（３），２－（４）
４－（５），１－（２）

3

1

2

あしたへ　ジャンプ
３－（２），２－（４）
４－（２），４－（３）
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相手に明るく素直に接する心を，などとふくらま

せたい心がそれぞれ異なるはずである。そんな時，

子どもたちそれぞれが，自分に合った課題を選択

したり，複数の資料（例えば，思いやりの心が親

切という行為として表れたものと行為にいたらな

かったものなど）から一つを選択したり，資料に

登場する人物の中から心を寄せる人物を選択した

りするなどして価値を追求することができるよう

な道徳の時間の展開を工夫したい。つまり，事前

の学習活動での子どもたちそれぞれの問題意識や

課題意識を大切にし，それを生かした展開を工夫

することで子どもたちのより深い価値の内面化を

図ることができると考える。 

 

第２節 道徳の時間の学習プログラム例 

 

    本研究では，前述の考え方

に基づいて第２学年と第４学

年で実施した，地域と結びつ

いた学習活動と関連を図った

道徳の時間の学習プログラム

例を紹介することにする。 

 

（１）第２学年の 

学習プログラム例 

研究協力校の第２学年の

子どもたちは，地域の学習協

力者（C.T.）に教えていただ

きながら，生活科で米作りを

する。その過程で子どもたち

は自然にふれ，心を動かす。

その心の動きと道徳の時間の

指導とを響き合わせること

で，自然愛に関する価値を深

めさせたいと考え，図２－５

のように主題を配列すること

にした。そして，網掛け部分

を取り上げ，図２－６のよう

に総合単元を構想した。 

研究協力校の校区にある

広隆寺では，京都の三大奇祭

の一つ｢牛祭｣が行われる。地

域の人々が自然の恵みを受け

た豊かな農作物の収穫を喜び

合い，翌年の五穀豊穣を願う

祭である。子どもたちの米を

収穫した喜びと，まさに重な

るものである。そこで，子ど

もたちが収穫の感動を得た後,[道徳の時間１]に

牛祭を資料化したものを通して米の収穫につなが

る自然のすばらしさに気づかせることで,自然愛

などに関する価値を深めることができると考え

た。そしてその結果として，生活科の喜びを伝え

る活動の内容をも充実させることができるのでは

ないかと考えた。 

また，収穫した後の田んぼには,子どもたちの

目も注がれなくなる。けれども，米の生命を育て

る田んぼを見つめ直すことで，自然を大切にする

ことが大事であることに気づかせたいと思い,「あ

りがとうの気持ちを伝えよう」という活動に合わ

せて，[道徳の時間２]を設定した。「おいたてられ

た二ひきのカエル」という読み物資料を用いるこ

とで，生き物と自然とのかかわりに気づき，低学 

 

【主題名】 いのちをつなぐ ３－（１） 

【資料名】 ｢おいたてられた二ひきのカエル｣(東京書籍) 

【ねらい】 生き物のいのちと自然との関係に気づき，自然を大切

にしようとする心情を育てる。 

【展開】 ①｢おいたてられる｣ということについて考える。 

     ②資料を読んで話し合う。 

      ・追い立てられた二匹のカエルの気持ち 

      ・黒く汚れた流れに飛び込んだ二匹のカエルの気持ち 

     ○オタマジャクシを見守っている二匹のカエルが思っ

ていること 

     ③二匹のカエルにずんずん田んぼのことを伝える。 

④話を聞く。 

【留意点】 ・大型場面絵で資料を提示する。  

    ・場面の様子を思い浮かべやすいように，場面絵を提示

する。 

・二匹のカエルの気持ちに迫ることができるように，役

割演技を取り入れる。 

【準備物】 大型場面絵，二匹のカエルのお面， 

ずんずん田んぼの写真，道徳ノート 

道徳の時間 [２] 

 
生活科  

ずんずん田んぼを耕して

おこう 

地域の人にお礼の手紙

を書こう 
 

１年生に米作りを伝

えよう 

わらをなう 

 

おにぎりパーティーを

しよう 

お米をつくろう 

田おこしをしよう 

しろかきをしよう 

田植をしよう 

観察や世話をしよう 

脱穀をしよう 

米の収穫の喜びを伝える活

動を考えよう 

喜びを伝える活動を楽しもう 

喜びを伝える活動の準備をしよう 

ありがとうの気持ちを伝えよう 

稲刈をしよう 

 

【主題名】 自然のすばらしさ ３－（１） 

【資料名】 ｢うしまつり｣ (自作資料) 
【ねらい】  自然のすばらしさや不思議さに気づき，自然に親しみ，

動植物にやさしい心で接しようとする心情を育てる。 

【展開】 ①牛祭について，知っていることを話す。 

     ②資料「うしまつり」を読んで，話し合う。 

・牛祭に対するぼくの思い 

・｢自然のおかげ｣と言っているおじいちゃんが米作り

で思っていること 

○牛祭に対するおじいちゃんの思い 

  ③米作りで，おじいちゃんのように｢自然のおかげ｣を感

じたことについて話す。 

④フェスティバルや藁などを使った取組について聞く。 

【留意点】 ①牛祭のお面や牛のわらじを提示する。 

②・おじいちゃんの米作りに自分たちの活動を重ねて考

えることで，おじいちゃんの思いを考えることがで

きるように，しろかきや田植え，稲刈りなどの活動

をしている写真を提示する。 

・米作りに対する思い入れの表れた作文などを読む。 

③自然の恵みや，米に対する思いなどについて気づかせ

る。 

【準備物】①牛祭のお面，牛のわらじ，VTR 

    ②・紙芝居                     

・児童の活動している様子の分かる写真 

     ・米作りに対する思いの表れた作文 

③道徳ノート    

道徳の時間 [１] 

図２－６ 第２学年 総合単元構想図 ｢しぜんと なかよし｣ 
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社会 理科 総合 行事 その他
季節と生きもの
　　３－（１），３－（２）

西高瀬川探検隊
３－（１），４－（５）

入学式
４－（４）

　　美しさに感動する心　３－（３）
「十さいのプレゼント」

れいぎ正しく　２－（１）
「生きたれいぎ」

れいぎ正しく　２－（１）
「生きたれいぎ」

美しさに感動する心　３－（３）
「十さいのプレゼント」

　自分の力で　１－（１）
「目ざまし時計」

よく考えて　１－（２）
「けんか」

電池のはたらき
　　３－（１）

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（４）

　友だち　２－（３）
「笑顔」

明るい心で　４－（１）
「いいとこあるやんかゲーム」

遠足
２－（３），３－（１）

正しいと思うこと　１－（４）
「ラモン君」

　自分の力で　１－（１）
「目ざまし時計」

社会のルールを大切に　４－（１）
「つばめと小鳥」

郷土を愛する心　４－（５）
「伏見人形」

ごみゼロの日
４－（１），４－（５）

明るい心で　４－（１）
「いいとこあるやんかゲーム」

働くってすばらしい　４－（２）
「おたまじゃくしの世話」

季節と生きもの(夏）
　　３－（１），３－（２）

働くってすばらしい　４－（２）
「おたまじゃくしの世話」

正しいと思うこと　１－（４）
「ラモン君」

いのちを大切にする心　３－（２）
「ヒキガエルとロバ」

社会のルールを大切に　４－（１）
「つばめと小鳥」

星や月(星の明るさや色）
勇気を出して　１－（４）
「元気出して！」

感謝して　２－（４）
「道は生きている」

　３－（１），３－（３） 西高瀬川調査隊
３－（１），４－（５）

責任をもって　４－（１）
「もどらない本」

文化や伝統を大切に　４－（６）
　「メルヘンを二人の手で」

じゆうけんきゅう
　　３－（１）

ますっすぐな心　１－（５）
「なしの実」

　友だち　２－（３）
「笑顔」

安全なくらしを守る
（消ぼうしょの仕事） とじこめた空気と水

避難訓練
１－（１），３－（２）

学級を思う心　４－（４）
「外国から来た転校生」

感動する心　３ー（３）
「つるのとぶ日」

(けいさつしょの仕事）
３－（２），４－（５）

　　　　３－（１）　　　　　 　　がんばり通す　１－（３）
　　「テニスのラケット」

生命を大切に　３－（２）
「お誕生日はどうしておめでとうなの」

星や月(月の動き）
３－（１），３－（３）

はげまし　２－（３）
「病気見舞い」

ますっすぐな心　１－（５）
「なしの実」

相手の気持ちを考えて　２ー（２）
「わたし　いややねん」

しんせつな心　２ー（２）
「満員電車の中で」

遠足
２－（３），３－（１）

真心・礼儀正しく　２－（１）
「試合の帰りに」

学級を思う心　４－（４）
「外国から来た転校生」

季節と生きもの(秋）
　　３－（１），３－（２）

＊相手の身になって　２－（２）
「しろいつえの人」

はげまし　２－（３）
「病気見舞い」

感動する心　３ー（３）
「つるのとぶ日」

やさしさ　２－（２）
「山ぐり」

　友だち　２－（３）
　「国ざかいのうり畑」

自然を守る　３－（１）
「秋の川辺で」

友だち　２－（３）
「名前」

家族の協力　４－（３）
「家族の一員」

自然を守る　３－（１）
「秋の川辺で」

　　　　　正しく考えて　１－（４）
「ぼくは行かない」

　正しく考えて　１－（４）
「ぼくは行かない」

感謝する心　２－（４）
「猿橋」

郷土を愛する心　４－（５）
「疎水をひらく」

　　　がんばり通す　１－（３）
　　「テニスのラケット」

感謝する心　２－（４）
「猿橋」

郷土を愛する心　４－（５）
「疎水をひらく」

家族の協力　４－（３）
「家族の一員」

真心・礼儀正しく　２－（１）
「試合の帰りに」

わたしたちの京都府
　４－（６）

星や月(星の動き）
３－（１），３－（３）

　　西高瀬川防衛隊
　　３－（１），４－（５）

よく考えて　１－（２）
「けんか」

　　　　友だち　２－（３）
「国ざかいのうり畑」

避難訓練
１－（１），３－（２）

進んで働く　４－（２）
「神戸のふっこうはぼくらの手で」

進んで働く　４－（２）
「神戸のふっこうはぼくらの手で」

季節と生きもの(冬）
３－（１），３－（２）

生命を大切に　３－（２）
「お誕生日はどうしておめでとうなの」

日本の心　４－（６）
「ふろしき」

明るく楽しい学校生活４－（４）
「学校自まん集会」

勇気を出して　１－（４）
「元気出して！」

自然の中の水
３－（１）

自然を大切に　３－（１）
「屋久島の杉」

いのちを大切にする心　３－（２）
「ヒキガエルとロバ」

郷土を愛する心　４－（５）
「伏見人形」

　　責任をもって　　　　４－（１）
「もどらない本」

　家族を大切に　４ー（３）
「わたしの家はペンション」

友だち　２－（３）
「名前」

文化や伝統を大切に　４－（６）
「メルヘンを二人の手で」

明るく楽しい学校生活４－（４）
「学校自まん集会」

感謝して　２－（４）
「道は生きている」

　家族を大切に　４ー（３）
「わたしの家はペンション」

本市の計画月

　　　　　　　　　　教科・特活・総合的な学習の時間における
　　　　　　　　　　　　　　　　地域と結びついた学習活動とつながる道徳的価値 本研究での計画

図工
ようこそここへ
３－（１）

国語
ツバメがすむ町
３－（１），４－（５）

住みよいくらしをささえる
（くらしとごみ，くらしと
水）３－（１）4

11

12

5

6

7

9

　人にやさしい町に
ついて考えよう
　２－（２）
１－（４）

国語
十さいを祝おう
３－（２），２－（４）

6年生を送る会，
卒業式

２－（４），４－（４）

3

10

1

2

地いきの発てんに
つくした人
４－（５）

国語
伝えよう，
わたしたちの心
２－（２），４－（５）

図２－７ 【第４学年】 主題配当例 
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年なりに自然を大切にしたいという気持ちをふく

らませることができるのではないだろうかと考え

た。さらに，子どもたちのその思いを生活科の自

主的な活動につなげたいと思った。 

 

（２）第４学年の学習プログラム例 

研究協力校の指導の重点に「心温まる人間関係

の創造」が挙がっている。人と人とが互いに思い

やりの心をもち，相手の身になって考え，誰に対

しても温かく接することはよりよい人間関係を築

く上で大切なことである。 
第４学年の子どもたちは，思いやりの心をもつ

ことの大切さは認識している。また，困っている

人にはやさしく接したいという思いももっている

と思われる。けれども，親切という行為になかな

か移せない子もいるようである。第４学年の子ど

もたちが思いやり・親切などに関する価値を深め

るには，｢人にやさしい町について考えよう｣とい

うテーマで課題追究をする総合的な学習の時間と

関連させるのが有効であると考えた。 
なぜなら，｢人にやさしい｣ということを子ども

たちが考えるとき，その基になるのは「思いやり

の心」であると思われるからである。そこで，思

いやり・親切などに関する価値の内面化を図るた

めに，前ページの図２－７の網掛け部分を取り上

げて，道徳の時間の学習と自分たちの地域を見つ

めることで自分の生き方を考える総合的な学習の

時間の活動を関連させる総合単元を構想した。（図

２－８） 
図２－８ 第４学年 総合単元構想図「思いやりの心をふくらまそう」

まず，相手の気持ちを考えて行動し

ようとする心情を育てる[道徳の時間

１]を，「障害のある人の立場に立って

校区を調べる」という活動をしている

ときに位置づけた。子どもたちは，障

害のある人だったらどうだろうか，ど

んな気持ちだろうかなどと思いながら

活動を進めると思われる。そのときの

子どもたちの思いを道徳の時間に生か

すことで,相手の気持ちを考えようと

する心をさらにふくらませたいと考え

た。 

日常活動 
 
「本を読もう」 
本を読んで，体の不自由な
人のことを理解する 

【人にやさしい街について考えよう】

ともに生きる 
―思いやりの心をふくらまそう― 

「障害のある人と，ともに生きる」というこ
とについて話し合う 

体の不自由な人がどのように感じているの
か体験する 
【目の不自由な人】【体の不自由な人】 
【耳の不自由な人】 

 
体の不自由な人と伝え合う方法や介助の方
法，補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）につ
いて知る 
【目の不自由な人の誘導の方法】 
【点字で伝える方法】 
【車椅子の介助の方法】 
【手話で伝える方法】【お願い手帳】 

体験したことや知ったことについて話し合う 

障害のある人の立場にたって，校区を調べる 

目の不自由な人
の立場に立って 

体の不自由な人
の立場に立って 

耳の不自由な人
の立場に立って 

道徳① ｢わたし いややねん｣ 

偕成社 ２－（２） (10月)

・相手の気持ちを考えて，行動しようと

する心情を育てる。 

障害のある人とかかわっている人の話を聞く 

校区を探検して気づいたことをまとめる 

実践したり，提案したりしたことを発表し
て，意見の交流をする 

まとめたことを発表して，意見の交流をする 

目の不自由な人
にとって 

体の不自由な人
にとって 

耳の不自由な人
にとって 

どのようにすればより人にやさしい街にな
るか考え，実践したり提案したりする 

学習を振り返り，感想を書く 

道徳② 「白いつえの人」青葉出版  

２－（２）(10月) 

・相手の立場や気持ちを考えて，行動し

ようとする態度を養う。 

次に相手の立場や気持ちを考えて行

動しようとする態度を養う［道徳の時

間２］を「どのようにすればより人に

やさしい街になるか考え，実践したり

提案したりする」という活動をしてい

るときに設定した。その活動において

子どもたちがもった課題意識を道徳の

時間につなぐことで子どもたちの価値

の追求も自主的なものになり，実践意

欲を高めることができるだろう。そし

てその高まった心は，続く総合的な学

習の時間の活動に生かされるのではな

いかと考えたからである。 

 

（15）前掲 注５ p.42 

（16）押谷由夫・新宮弘識・上杉賢士 編著   

『道徳の授業をひらく』国土社 1993 

（17）前掲 注１ p.93      

（18）『京都市小学校教育課程 指導計画 

－道徳－』京都市教育委員会 2002 

（19）前掲 注４ pp..60～61 
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第３章 道徳の時間の実際 
 
第１節 第２学年 総合単元「しぜんとなかよし」 

 

（１） 授業の実際 

前章で述べた地域と結びついた学習活動と関連

させた道徳の時間のプログラムを研究協力校で実

践した。その授業の様子を述べていきたい。 
①道徳「うしまつり」 

 本資料は，前章２節でも述べたが,地域の牛祭を

基にした自作資料である。 

【導入】「これは，なん

だと思う。」という先生

の問いかけから始まっ

た。｢昔の人がはいてい

た下駄｣「先生が昔の格

好で田植をしていたと

きに，はいていた」な

どと突然に出された草

鞋（わらじ）に子ども

たちは，釘付けになっ

た。「藁でできている

よ」と米作りを経験し

た子どもならではの答

えも出て，どうやら米

作りにも関係があるの

ではないかといった思

いをもった子もいたよ

うだ。 
 牛が履くものである

と聞いた子どもたち

は，驚きとともに，な

ぜ牛が履くのかと不思

議そうな表情を見せて

いた。やはり，牛祭そ

のものを見たことのあ

る子は少なかった。 
【展開１】牛祭のビデ

オ視聴でも，子どもた

ちは，大きな牛やユニークな表情の魔多羅神，提

灯を持った白い装束の地域の人，鉦と太鼓の音楽

を奏でながら歩く高学年の子どもたちの様子に興

味を示した。子どもたちは，この後に読む資料を

身近なものに感じたようである。大きな紙芝居で

の資料提示は，低学年の

子どもたちを話の世界に

引き込んだ。 

写真① 草鞋を提示 

牛祭に対する「ぼく」の

思いは，｢残念だ｣「めず

らしい祭を見たかった」

「来年は，あったらい 

表３－１ 道徳指導案「うしまつり」 

主題名 自 然 の す ば ら し さ      内容項目 ３－（１） 

資料名 うしまつり 出  典 自作資料 

ねらい 自然のすばらしさや不思議さに気づき，自然に親しみ，動植物にやさしい心で接しようとする心情を育てる。  

本時の 

評価規準  

・牛祭に参加できないおじいちゃんの気持ちに共感できる。 

・自然の恵みのすばらしさに気づく。 

授業に至

るまでに 

・米や野菜作りの活動の動機づけやその活動において，児童が問題意識を抱いたり思い入れをもったりできるよ

うな声かけをしておく。 

・米や野菜作りを通して児童が感じている自然とはどのようなものなのか，自然からどのようなすばらしさや不

思議さを感じたかなどの児童の実態を把握しておく。 

学習活動 主な発問と予想される児童の心の動き 指導上の留意点 

１ 牛祭について知っていることを

話す。 

 

 

 

 

２ 資料「うしまつり」を読んで話

し合う。 

(１) 牛祭に対するぼくの思い 

 

 

 

 

(２) 牛祭に対するおじいちゃんの

思い 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 米作りの過程でおじいちゃん

が思ったこと 

 

 

 

 

 

 

 

３ 米作りを通して感じた自然につ

いて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

４ 学習のまとめをする。 

○これは，何でしょう。 

牛祭について知っていることを話しましょう。 

・名前は聞いたことがあるけど，知らない。 

・今年は，牛祭がなかったと聞いた。 

・鬼のお面をかぶった人やちょうちんを持った人た

ちが牛と歩いていた。 

 

 

○ぼくは，牛祭がなかったことをどう思っています

か。 

・残念だった。 

・珍しい祭なので，見たかった。 

 

○おじいちゃんは，牛祭がなかったことをどう思っ

ていますか。 

・さびしい。 

・心を込めて作ったお米ができてうれしい。みんな

でお祝いがしたかった。 

・今年もお米がたくさんとれた。ありがたいという

気持ちで祭に参加したかった。 

・牛祭をすると，今年の米作りが終わったという気

持ちがした。 

 

◎「自然のおかげ」と言っているおじいちゃんは，

どんなことを思いながら米作りをしていたので

しょう。 

・元気に大きくなりますように。 

・おいしいお米がたくさんができるといい。 

・水は，じゅうぶんだろうか。 

・雨がよく降るけど，お米はだいじょうぶか。 

・台風の風に負けないように。 

 

○米作りで，おじいちゃんのように｢自然のおかげ｣

を感じたことはありませんでしたか。 

・イネは，水の中で育っていた。 

・田んぼに水を入れたり乾かしたり，むずかしそう

だった。 

・夏休みになって暑くなったら，ぐんぐんイネがの

びていった。 

・いつのまにかお米ができていた。 

○先生の話を聞きましょう。 

 

・牛祭で履く牛の草鞋やお面を提

示する。 

 

 

 

 

・牛祭の様子がわかるように VTR

を見た後，資料を読む。 

・おじいちゃんの思いと比較でき

るように，｢残念｣としか出なけ

れば，｢なぜか｣をおさえておく。 

 

 

・ぼくの思いとのちがいに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・米作りの過程を振り返り，自分

たちの思いをおじいちゃんに重

ねて考えることができるよう

に，しろかきや田植などの活動

をしている写真を提示する。 

・おじいちゃんの気持ちに寄り添

えるように，場面絵④を提示す

る。 
 

・考えを深めるために書く活動を

取り入れる。 

 

 

 

 
 

・おにぎりパーティーや藁を使っ

た取組について話をし，次の活

動につなげる。 

写真② 
楽しそうに 
話をする子どもたち 
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いな」などと予想したもの

であった。また，それは先

ほどビデオで見た牛祭を見

たかったという自分の思い

を重ねたものであったよう

に思う。おじいちゃんの牛

祭に対する思いも「あった

らよかったのに」｢見たかっ

たのに｣という内容のもの

であったが，｢『ぼく』と同

じや。｣という子どものつぶ

やきを取り上げ，「同じだろ

うか，残念だと思ったのは

なぜか」と発問をすること

で，二人の牛祭に対する思

いの違いがはっきりした。 

 「珍しい祭を見たい」と

いうぼくの思いに対して，

おじいちゃんのは，「お祭をした

ってきたから｣「たくさん採れた

い」「自然にありがとうの気持ち

といった内容のものであった。

なるおじいちゃんの米作りを振

作りに取り組んでいる子どもた

た。その時の思いをおじいちゃ

ることで，｢自然のおかげ｣と言

ゃんの気持ちに迫ることができ

ある。けれども，かえって自分

世界に入ってしまい，おじいち

で思いを馳せることは，難しか

「早く大きくなってほしい」「美

てほしい」といったものが多く

  
「お
じ
い

ぼ
く
が 

「そ
う
だ

と
、
お
じ

 

「う
し
ま

し
に 

の

ち
ん
を 

「『う
し

ぼ
く

と 

い
う

「た
だ
、

あ
り

ん
の 

と 

い
った

「こ
め
づ

だ
。
や

ち
を 

と
、
さ
び

【展開２】そこで，米作りの過

じた「自然のおかげ」について

いちゃんが語る自然を描いた場

ちの一枚）を提示して，その言

た。子どもたちが感じた「自然

ては，後の項で述べることにす

写真③ 「うしまつり」板書 
い」｢一生懸命作

ので，お祝いした

を言いたい」など

そういう気持ちに

り返るために，米

ちの写真を提示し

んの米作りに重ね

っているおじいち

ると考えたからで

たちの米づくりの

ゃんの気持ちにま

ったようである。

味しいお米になっ

出された。 

う
し
ま
つ
り 

 
 

 

ち
ゃ
ん
、
こ
と
し
は
、
『う
し
ま
つ
り
』が

 

な
か
った
ね
。
ざ
ん
ね
ん
だ
った
な
。
」 

い
う
と
、 

な
あ
。
」 

い
ち
ゃ
ん
も

 

ざ
ん
ね
ん
そ
う
に 

こ
た
え
た
。 

つ
り
」は
、
赤
お
に
や

 

青
お
に
を 

し
た
が
え
た 

う

った 

白
い 

か
み
さ
ま
を
、
白
い 
き
も
の
に 

ち
ょ
う

も
った 

ち
い
き
の 

人
た
ち
が 

か
こ
ん
で
、 

ま
ち
を 

ね
り
あ
る
く 

ま
つ
り
だ
。 

ま
つ
り
』は
、
か
わ
った

 

め
ず
ら
し
い
ま
つ
り
と 
い
う 

こ
と
で 

ゆ
う
め
い
な
ん
だ
って
ね
。

、
ま
た 

見
た
い
と 

お
も
って 

い
た
の
に
な
。
」 

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、 

め
ず
ら
し
く
て

 

か
わ
って 

い
る
だ
け
で
は 

な
い
ん
だ
よ
。 

『た
く
さ
ん
の 

お
こ
め
を

が
と
う
。
し
あ
わ
せ
に

 

く
ら
せ
ま
す
』の 

き
も
ち
を 

こ
め
て
、 

み
ん
な
と 

た
く
さ

さ
く
も
つ
が 

で
き
た 

こ
と
を 

よ
ろ
こ
び
あ
う 

ま
つ
り
な
ん
だ
。
」 

。
そ
し
て 

つ
づ
け
て
、 

く
り
に
は
、
こ
え
た

 

土
、
つ
ゆ
の 

雨
、
な
つ
の 

あ
つ
さ
や 

夕
立
な
ど
が 

た
い
せ
つ
な
ん

さ
い
も 

草
花
も
、
し
ぜ
ん
の 

お
か
げ
で 

で
き
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な

 

き
も

こ
め
て 

ま
つ
り
を
し
た
か
った
ん
だ
が
な
あ
。
」 

し
そ
う
に 

い
った
。 

 

【終末】生活科の収穫パーティーの話をし，どん

な気持ちで取り組むか子どもたちそれぞれがパー

ティーへの思いを温めて終わることができるよう

にした。C.T.の米作りへの思い入れを感じてきて

いる子どもたちであるので，自分たちの収穫祭を

どんなものにしたいかという思いもふくらむだろ

うと考えたからである。 

 

②道徳「おいたてられた二ひきのカエル」 

 本資料は，開発のために住処を追われたカエル

が，やっとたどりついたきれいな沼で卵を産み，

生まれたオタマジャクシを見て,温かい気持ちに

なっているという話である。 

【導入】「おいたてられる」という言葉の確認から

入った。「追いかけられる」「追いつめられる」な

どと，自分たちのおにごっこなどの遊びの経験か

ら話していた。 

程で自分たちが感

考える前に，おじ

面絵（紙芝居のう

葉の意味を確認し

のおかげ」につい 
【展開１】本資料は，絵本を基に道徳の読み物資

料として再構成されたものである。絵がデザイン

的で情景を把握しにくいので，資料を持たない子

どもたちにとっては，紙芝居を一度見ただけでは

話を理解しにくいのではないかと思われた。した

る。 

写真④  
紙芝居を見る子どもたち 
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がって,場面絵と状況の説明を補う言葉カードを

提示しながら，資料の読み聞かせをした。子ども

たちは，その絵の美しさと，話の展開のおもしろ

さに身を乗り出していた。 

追い立てられるカエルの気持ちを考える活動で

は，どきどきしながら話を聞いたときの自分の思い

をカエルに重ねて話していた。黒く汚れた水に飛び

込んだときのカエルの気持ちについての話し合い

では，「早く水につかりたい」「水がないと生きられ

ない」「生きたい」「きれいな水の中で子どもを産み

たい」などと，生命にかかわる内容のものがたくさ

ん出た。オタマジャク

シを見守る二匹のカエ

ルになる役割演技で

は，カエルの絵のカー

ドを胸に下げて，多く

の子が語っていた。 

写真⑤  
役割演技をする子 

【展開２】カエルから

米に子どもたちの視点

を切り替えさせるため

に，「カエルの命がつながってよかったですね。ず

んずん田んぼ(研究協力校の田んぼの名前)でも，たくさ

んのお米の命が育ってい

ました。（ずんずん田んぼの写

真を提示して）このずんずん

田んぼで，今度の２年生

がお米の命をつなぐこと

ができそうですか。カエ

ルさんに教えてあげよ

う」と発問をした。詳し

くは,次の項で述べるこ

とにする。 

表３－２ 道徳指導案「おいたてられた二ひきのカエル」 

主題名 いのちをつなぐ 内容項目 ３－（１） 
資料名 おいたてられた二ひきのカエル 出  典 東京書籍 

ねらい 
オタマジャクシを見守っている二ひきのカエルの気持ちを考えることを通して，生き物のいのちと自然との関係

に気づき，自然を大切にしようとする心情を育てる。 
本時の 
評価規準  

・オタマジャクシを見守っている二ひきのカエルの気持ちを考えることができる。 
・お米のいのちをつないできた田んぼについて，いのちをつなぐために自分ができることを考えるなど思いを寄せ

ることができる。 

授業に至

るまでに 

・米や野菜作りの活動の動機づけやその活動において，児童が問題意識を抱いたり思い入れをもったりできるよう

な声かけをしておく。 
・米や野菜作りを通して児童が感じている自然とはどのようなものなのか，自然からどのようなすばらしさや不思

議さを感じたかなどの児童の実態を把握しておく。 

学習活動 主な発問と予想される児童の心の動き 指導上の留意点 

１題名について話す。 

 

 

２資料「おいたてられた二ひきのカエ

ル」を読んで話し合う。 

(１)追い立てられた二ひきのカエル

の気持ち 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 二匹のカエルが水を探し続けた

わけ 

 

 

 

 

(３) オタマジャクシを見守っている

二匹のカエルの気持ち 

 

 

 

 

 

３「ずんずん田んぼ」について考え 

る。 

 

 

 

 

 

 

４学習のまとめをする。 

○だれに，なぜ追い立てられるのでしょう。 

・人に     ・他の生き物に 

・遊んでいて  ・邪魔だから 

 

 

○二ひきのカエルはどんなことを言いながら逃

げたでしょう。 

・土に埋められたら大変。 

・せっかく見つけた水たまりなのに。 

・車にひかれないように気をつけて。 

・ゴルフ場の水は汚れている。 

飲んだら大変。 

・ボールに当たったら危ない。 

・どこか安全なところはないか。 

○なぜ，二ひきのカエルは追い立てられても追い

立てられても水を探し続けたのでしょう。  

・苦しくて水がほしかった。 

・少しでも背中をぬらしたい。 

・生きたかった。 

・いのちをつなぎたかった。 

◎二匹のカエルは，どんなことを思いながらオタ

マジャクシを見ているでしょう。 

・死ぬかと思った。 

・子どもたちが生まれてよかった。 

・子どもたちも，元気に泳いでいる。 

・うれしい。幸せだ。 

・いつまでもこのきれいな沼に住みたい。 

○｢ずんずん田んぼ｣でたくさんのお米のいのち

が育っていました。お米のいのちをつなぐこと

ができそうですか。 

・来年の２年生にも米づくリ米作りをしてほし

い。 

・また何か植えたい。 

・草を抜いて休ませる。 

・来年のために耕しておこう。 

○先生の話を聞きましょう。 

 

・「おいたてられる」とはどのような

ことか確認しておく。 

 

・場面の様子を思い浮かべやすいよ

うに，大型場面絵を黒板に貼りな

がら資料を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場面絵を活用し，｢いのちをつなぐ｣

ためにはどんな場所が大切か確認

しておく。 

・カエルの気持ちに寄り添えるよう

に，役割演技を取り入れる。 

 

 

 

 

 

・｢ずんずん田んぼ｣の写真を提示す

る。 

・考えを深めることができるように

書く活動を取り入れる。 

 

 

 

 

・C.T.の田んぼに対する思いについ

て話す。 

・生活科の｢ずんずん田んぼを耕 

しておこう｣という活動につなげ

る。 

【終末】たくさんの米を

育ててくれた田んぼを後

始末して労わるという

C.T.の話と，葉っぱを広

げているれんげ草の話を

ずんずん田んぼの写真を

提示しながらした。 

 

（２）分析と考察 

京都市では，道徳の評

価は,以下の三観点で行

っている。（18） 

ア〈価値への関心・意欲・態度〉

道徳的価値に関心をもつとと

もに，自分の問題としてとら

えようとする。 

イ〈道徳的な心情及び判断力〉

自己を深く見つめながら道徳

的価値の大切さに気づき,主

体的に考え，判断する。 

ウ〈道徳的な実践意欲・態度〉

さまざまな生活の場で，道徳

的価値を見つめた行動をとろ

うとする。 

 

学習プログラムについ

て，道徳的価値を深める

ことができたか，この三 
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観点で学習中の子どもたちの様子や発言内容，道

徳ノートの記述内容，事後の対話の中での発言内

容から評価し，分析と考察を行う。そして，次の

視点でその有効性について述べたい。 

①

き

う

〈

に

に

の

と

に

が

で

た

だ

の

自

ち

っ

の

る

〈

の

だ

大

づ

ち

を

て

Ｃ

然

作

も

気

の

Ｃ

然

は，２年生にとっては当然のことで，ねらいを難

しいところにおきすぎたことを反省せざるを得な

い。第１学年及び第２学年では自然や動植物と直

接ふれあう中で，動植物に対するやさしい心を育

てることが求められている（19）からである。子

どもたちも，しろかきや田植えでは，どろどろの

土を足の裏で感じ，稲刈りでは，草のにおいを嗅

いだり実った稲の重みを感じたりしていた。田ん

ぼの水の量に気をつかったり，夏休みの暑い中で
視点１  地域を生かして道徳の時間の展開を図ることは，

道徳的価値を深める上で有効であったか。 

視点２  地域と結びついた他の学習活動と関連を図った

総合単元的な道徳学習は,道徳的実践力を高める上

で有効であったか。 
 

道徳「うしまつり」 

本時は，「自然のすばらしさや不思議さに気づ

，自然に親しみ，動植物にやさしい心で接しよ

とする心情を育てる」というねらいをもつ。 

アの観点〉子どもたちは，おじいちゃんの牛祭

参加できなくてさびしい気持ちについて積極的

発言していた。前項でも述べたように，「ぼく」

気持ちと比較することでおじいちゃんと「ぼく」

の牛祭に対する思いの違い，参加の仕方の違い

子どもたちは気づいた。それは，地域の人たち

街中を練歩く様子を予めビデオで見ていたの

，牛祭に参加するおじいちゃんの姿が想像でき

ということもあるのではないかと思われる。た

し，おじいちゃんのさびしい気持ちの基にある

は，農作物に対する思い入れと，収穫を支える

然への感謝の気持ちである。そのようなおじい

ゃんの気持ちに共感するところまではいかなか

たが，米作りを振り返らせることで，自分たち

稲に寄せていた思いや収穫の喜びを思い出させ

ことができたように思う。 

イの観点〉右に示すのは，子どもたちが米作り

過程で，おじいちゃんのように「自然のおかげ」

と感じたことを思い出して書いたものである。

きく４つに分類できる。 

Ａグループは，米作りと自然とのかかわりに気

き，「自然のおかげ」という言葉から感謝の気持

を述べているものであり，Ｂグループは，自然

米作りとのかかわりでとらえ直して自然に対し

新たな感動をおぼえているものである。また，

グループは，自分たちの米作りの活動の中で自

を感じたものである。ただし，道徳の時間に米

りを振り返ってみて自然とのかかわりを感じた

のもある。Ｄグループは，自然とのかかわりに

づいた上で，自分の気にかかることを述べたも

である。 

数としては，Ａグループの子が多かった。また，

グループ以外は，生活の中の具体的な場面で自

をとらえているのではなく概念的である。それ

稲が大きくなるのに気づいたりしていた。そのよ

うな意識しなかった気づきに，この道徳の時間で

自然という言葉を知ることで，改めて気づいたと

いうことではないだろうか。まさに，補充・深化・

統合の道徳の時間となったと考える。ねらいは高

いものであったが，価値の内面化を図ることがで

きたと評価したい。 

Ａ 
・お米ができてよかったな。しぜんのおかげだね。 

・しぜんのおかげでお米がそだって，うれしかった。しぜん

のおかげで，おいしいごはんがたべられた。ほんとうにあ

りがとう。 

Ｂ 
・いつもいつもはれだったら，そんなにお米はできていなか

っただろうな。いつも雨でも，お米のはっぱがかれていた

だろうな。 

・しぜんがお米ややさいをそだててくれて，しぜんは，すご

くたいせつなかかわりをしていてくれたんだ。  

・しぜんがこんなにいいのが，このおはなしでわかりました。

・たべものができるのがしぜんのおかげで，おいしいお米と

かができるのが，ふしぎだなあとおもいました。 
・やっぱりしぜんは，すごいなあ。雨，土，たいようがいつ

もえいようをおくってくれるとおもいました。 

Ｃ 
・しろかきは，とてもきもちわるかったけど，これがお米の

ためだと思って，いっしょうけんめいがんばりました。 

・なつ休みに学校にきたとき，お米が大きくなっていた。あ

つかったけど，元気だった。たいようのおかげかな。 

・いねかりをしたあと，いなきにかけた。○○さんが，お日

さまにかわかしてもらうっていわはった。 

Ｄ 
・お米がたくさんとれなかったから，うしまつりがないのか

な。しぜんがたりなかったのかな。 

・しぜんもそだててくれたけどぼくたちの力でも，そだてて

きたよ。水もみんなで見たよ。 

下線部は筆者によるもの 

 

②道徳「おいたてられた二ひきのカエル」 

 ねらいは，「オタマジャクシを見守っている二匹

のカエルの気持ちを考えることを通して，生き物
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の生命と自然との関係に気づき，自然を大切にし

ようとする心情を育てる」である。 

〈アの観点〉前項でも述べたように，多くの子ど

もたちが進んで役割演技をし，カエルの気持ちに

なって，生きている喜び，卵が産まれて生命がつ

ながった喜び，よい環境の中で暮らせる喜び，子

どもたちの幸せを願う気持ちなどについて話すこ

とができた。それは，場面絵とカードを用いた資

料提示が子どもたちの内容理解を助け，子どもた

ちがカエルに同化して資料を読むことができたか

らであると考える。 

〈イの観点〉日常生活を振り返って自分を深く見

つめる段階で，子どもたちが自分たちの田んぼに

ついて書いたものを次に挙げた。大きく五つの内

容に分類される。 

Ａグループは，自分たちの米作りについてカエ

ルに説明したものであり，Ｂグループは，カエル

から自分たちのことに切り替えることができず

に，資料を読んだ自分の気持ちをカエルに語った

ものである。また，Ｃグループは，カエルの生命

のつながりと米の生命のつながりに関心をもった

ものや，米の生命がつながるずんずん田んぼを見

て考えたものである。そして，Ｄグループは，ず

んずん田んぼをカエルの住めるところにしたいと

思ったり，前時に考えた「自然のおかげ」とカエ

ルの生命を関連させて考えたりしたものである。 

ねらったのは，Ｃグループであったが，Ｂグル

ープも多かった。「お米の命がいっぱい育ったね」

と確認し合ってはいたものの，カエルという動物

から考える対象を米に変えるには，資料の世界に

入り込んでいた子どもたちであるだけに，難しい

ものがあった。導入で「ずんずん田んぼで来年も

お米が取れそうかな，『おいたてられた二ひきのカ

エル』というお話を読んで考えよう」などと，問

題意識をもたせることが大切であったのではない

かと思われる。しかし，ほとんどの子どもたちが，

生き物の生命と自然との関係に気づくことができ

た。カエルが生きられるような自然，米を育てる

ずんずん田んぼを大切にしたいという心はふくら 

Ａ  
・ずんずん田んぼでお米を作ったよ。水を入れて，そだてる

よ。  

Ｂ 
・いろいろにげたりして，たいへんやったな。けど，きれい

な池を見つけてたまごをうんで，おたまじゃくしはきれい

な池でおよいで，よろこんでいたと思います。 

・子どもがうまれてよかったね。子どもは，いやな目にあっ

てほしくないね。 

Ｃ 
・ずんずん田んぼで草をぬいて，つぎに土をやわらかくして，

お米をそだてたよ。ぼくたちが三年生になるころには，ま

た一年生がお米をそだててと，いのちをつなげていってい

るんだよ。カエルさんも，きれいな水で，生まれてうんで，

生まれてうんでたくさんのいのちをつなげていってね。 

・わたしは，田んぼでお米をそだてたよ。きょ年の二年生も

そだてていて，こうしてお米のいのちはつながっていま

す。カエルさんのいのちだってつながっているよ。お米が

そだつばしょは，田んぼだよ。 

・まえ，ずんずん田んぼを見たら草がはえていました。わた

しは，そのままにしておいてどうするのかなと思いまし

た。 

・田んぼがきたなかったら，来年の二年生がお米をそだてる

ことができないから，きれいにしないとだめだな。 

Ｄ 
・がんばってがんばって，やっときれいな水を見つけられて

よかったね。ずんずん田んぼに来てね。水を入れておくか

らね。 

・お米がそだっている。カエルさんもそんなかんじで生きて

いるんだな。 

・カエルさんもしぜんのおかげで生きているんだと思いまし

た。 

下線部は筆者によるもの 

んだということが前述の道徳ノートの内容からも

わかる。 

では，地域を生かして道徳の時間の展開を図る

ことは，道徳的価値を深める上で効果があったの

か，地域と結びついた他の学習活動と関連を図っ

た総合単元的な取組は，道徳的実践力を高める上

で効果があったのか，見直すことにする。 

 

【視点１】身近な資料は 

子どもたちの心をとらえる 

道徳①では，地域の祭「牛祭」を基にした自作

資料を用いた。学校の前という身近なところでの

祭を扱ったものなので，子どもたちは導入から資

料に興味・関心をもった。作物のできと自然との

かかわりや牛祭について語る資料のおじいちゃん

の姿と C.T. の姿を重ねて考えることができたの

ではないかと思われる。また，道徳②では，C.T.

から聞いた話を終末の説話に入れた。C.T.の米の

生命をはぐくむ田んぼを大切に思う気持ちの表れ

た話である。子どもたちは，自分も田んぼを大切

にしたいという思いを温めて終わる。米作りを教

えていただいている C.T.の話だから，子どもたち

の胸に残るのだろう。地域の身近な素材を教材化

することで，道徳の時間が他人事でなく，子ども

たちが自分のこととして考える時間となったので

はないかと思われる。 
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ただし，ねらいに合った資料づくりに心がけな

ければならないという反省点は残った。地域の牛

祭を是非資料にしたいという思いから自作した

が，今年は牛祭が行われないという話題から米作

りと自然とのかかわり，そして，自然の素晴らし

さに気づかせるには難しいものがあった。図３－

１は，永田繁雄の論文（20）を基に，読み物資料に

よく見られる流れの例と資料をどのように子ども

たちが読み，価値を自覚していくのかその構造を

表したものである。 

 

道徳の時間に用いられる読み物資料は，登場人

物の道徳的行為が含まれるものが多い。それにつ

いて，永田は「子どもが日常では体験できないこ

とについて共感的な追求をして追体験をしたりす

るためである」という。（20）「うしまつり」は，道

徳的行為を含まず，また，資料中の「ぼく」とと

もに自然にかかわることで悩んだり心が揺れたり

する場面や価値を志向する場面を描き切れていな

かった。したがって，自然について考えるための

問題提起にはなったが少し概念的になったのは,

そのあたりに原因があったと思われる。 

 

【視点２】C.T.とかかわりながら 

単元を通して道徳的実践力を高める 

米作りという共通体験を基にした話し合いをす

ることで，体験を振り返ってそのときの自分を見

つめ直したり，友だちの意見に共感したりして，

価値を深めることができたように思われる。その

学習活動（体験）は，地域に出かけたり地域の素

材そのものを教材としたりするものではなかった

が，C.T.とのつながりは，道徳の時間や生活科の

学習の後，子どもたちの目を地域の田んぼにも向

かせていたようである。 

総合単元的な道徳学習の最後の活動である生活

科の中で C.T.に書いた手紙には，感謝の気持ちと

ともに自然を話題にした内容を伝えるものが多か

ったそうだ。また，野菜を育てるための土作りの

活動では，土が野菜を育てる大事なものであるこ

とを意識して，土の作り方を家族や地域の人に聞

いたり本で調べたりして，それぞれが工夫して土

を作った。このように道徳の時間に続く学習活動

の中で道徳的実践として表れていた。 

図３－１ 多く見られる読み物資料の流れの例 

検討する 

満足したり 

後悔したりする場面 

            

 

 

            

共感する 

・登場人物の気持ちや 

生き方へ 

・友だちへ 

・想起した人々へ 

受止める 

心が葛藤する場面 

価値を志向する場面 

 

 
迷い，悩み 

心が揺れる場面 

 

 

道徳的行為などの 

前提となる場面 

 【資料】 

道徳的価値の内面的自覚 

これは，道徳の時間と次に続く学習活動をつな

ぐ教師の働きかけがあったからだと思われる。こ

のように道徳の時間の子どもたちの気づきをしっ

かり生かしていくことが大切であると考える。折

角の子どもたちのふくらんだ心も，そのままにし

ておくとしぼんでしまうこともある。総合単元を

通して，様々な場面で道徳的実践意欲をより高め

る働きかけをしていきたいと思う。 

 

【視点１】意識をつなぐ働きかけで 

道徳的価値を深める 

道徳①の自分たちの米作りを振り返り，「自然」

を感じた経験について書く活動を入れた。その活

動を支えたのは，米作りの過程で子どもたちが自

然に目を向けるような働きかけであったと思われ

る。教師の言葉かけで，子どもたちは「なぜ？」

と疑問に思ったり，｢なるほど｣と納得したり，「ど

れ？」と改めて対象物を見たりする。例えば，台

風接近の可能性があるとき，教師が何気なく「お

米はだいじょうぶかな。」と問いかける。｢田んぼ

の水が少なくなったよ。｣という子どもたちに，教

師が｢夕立でもくるといいのにね。｣と答えるなど

といったものである。このように，日常生活の中

で子どもたちのつぶやきを取り上げるなどして，

継続的に子どもたちがお米に対して目を向け，心

を寄せていけるように教師が意識的に言葉かけを

していくことが大切ではないだろうか。つまり，

総合単元的な道徳学習をする場合は，単元全体を

見通して，事前にどれだけ子どもたちの心を動か

しておくかということが，道徳の時間の子どもた

ちの気づきや深まりにかかわってくると考える。 

研究協力校の校長室前に，子どもたちの収穫し
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た稲穂が水引をかけて置かれている。自然の恵みに

対する気持ちが，何気なく表れている。また，それを見

た子どもたちは，自分たちが育てたお米だけに，嬉し

いはずである。このような環境作りも大切にしたい。 

写真⑥ 

大型絵本を読む 
子どもたち 

 

第２節 第４学年 総合単元  

「思いやりの心をふくらまそう」  

 

（1）授業の実際 

①道徳「わたし いややねん」 

 本時では，手足などに障害があり，外出すると

きは車いすを使う著者が，一人の人として「ある

がままの姿を認めて」という願いをつづった絵本

を活用した。 

 

不便なことも多いといった健常者との違いに関す

るもの，著者の願いなど，様々な角度から考えた

意見である。それは，総合的な学習の時間で子ど

もたちが障害のある人の立場を考えた活動を進め

てきているので，自然に障害のある著者へ思いを

はせることができたからではないかと思われる。  

【導入】大型絵本を提示するや否や，総合的な学

習の時間での体験を基にしたつぶやきがいっぱい

出た。「何がいやなの？」「車いすで出かけるのが

大変なの？」などと内容

も予想したものであっ

た。大型絵本での提示は，

子どもたちの心をつかん

だ。 

表３－３ 道徳指導案「わたし いややねん」

 

主題名 相手の気持ちを考えて 内容項目   ２－（２） 
資料名 わたし いややねん 出  典 偕成社 
ねらい 相手の気持ちを考えて行動しようとする心情を育てる。                       
本時の 
評価規準 

・障害のある人の気持ちを考えることができる。 
・相手の気持ちを考えて行動しようとする気持ちをもつことができる。 

授業に至る 
までに 

・総合単元を通して，思いやりの心や親切について児童がどのように考えを深めてきているか，その実態を把

握しておく。 
学習活動 主な発問と予想される児童の心の動き 指導上の留意点 

１表紙の絵や題名，始めの文から考え

たことを話す。 
 
 
２資料｢わたし いややねん｣を読んで

話し合う。 
（１）心に残ったところ 
 

 
 
 
 
 
（２）作者が伝えたかったこと 
 
 

 
 
 
 
 
（３）「わたしが 強ならなあかんねん

やろーか」について考えたこと 
 
 
 
 
 
 
３今までの自分を振り返る。 
４思いやりの心をあたためる。 
 
 

○なぜ，出かけるのがいやなのでしょう。 
・車イスの移動がたいへんだから。 
・ひとりでは行動できないから。 
・はずかしいから。 
 
 
○どんなところが心に残りましたか。 
・手足は不自由だけれども，同じ人間。 
・「わたしがつよなったらこわいやろう 
なあ」のところで，車椅子が迫ってく 
るようだった。 
・「つよならなあかんねんやろ―か」に 
ついて，どうかなと思った。 

 
○わたしは，みんなにどんなことを伝えたかった

のだろう。 
・体は不自由だけれども，みんなと一緒。 
・みんなと同じように，したいことをしたいし，

行きたいところへ行きたい。 
・みんなにじろじろ見られるからつらい。 
・自分たちの出かけたくても出かけられない気持

ちに気づいてほしい。 
 
◎「そやけど なんで わたしが 強ならなあか

んねんやろ―か」について，どう思いますか。 
・体の不自由な人も人の目を気にしないで，強く

なったほうがよい。 
・体の不自由な人をじろじろ見てしまう。まわり

のわたしたちが変わらないといけない。 
・体の不自由な人の普通の願いがかなえられるよ

うに，手助けをしたい。 
 
○学習して思ったことを書きましょう。 
・相手の気持ちを考えて，行動したい。 
・体の不自由な人の気持ちや立場を考えて，自分

のできる手伝いをしたい。 
 

・作者は障害があり，自分の思い

を表した絵本であることを確認

しておく。 
 
・作者の思いに気づくように，大

型絵本で資料を提示する。 
 
 
 
 
 
・児童がどんなところに心を寄せ

たか把握し，展開に生かす。 
 
 
 
・「同じ人間」とまとめてしまわな

いで，どんなところが同じでど

んなところが違うのかに気づか

せる。人として当たり前の願い

がかなえられにくいことに気づ

かせる。 
 
・考えを深めるためにグループで

の話し合いを取り入れる。 
 
 
 
 
 
 
・考えを深めるために，書く活動

を取り入れる。 
 

【展開１】心に残ったと

ころについての話し合い

では，｢デパートや遊園地

に行きたい｣という著者

の願い，「なんで わたし

が強ならなあかんの」と

いう著者の叫び，｢みんな

同じ人間であるのに…｣

という自分の感想などに

ついて述べる子が多かっ

た。 

著者がみんなに伝えた

かったことを考える活動

では，「みんなと同じで，

ケーキも食べる」「みんな

と同じで，買い物にも行

きたい」という意見，「み

んなとちがって，車いす

に乗っている」「じろじろ

見られる」という意見，

「じろじろ見られたくな

い」「普通に接して」とい

う意見が出た。つまり，

著者の願いがみんなの願

いと同じであるという内

容のものや体が不自由で 
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その後「なんで わたしが 強ならなあかんね

んやろーか」という著者の問いかけについて考え

を交流したが，そのことと【展開２】については，

次の項で述べることにする。 

 

②道徳「白いつえの人」  

 本資料は，目の不自由な女の人が横断歩道を渡

ろうとしているとき,通り合わせた男の子が女の

人を見守る，その様子が横断歩道の手前で見てい

た｢わたし｣の目を通して描かれているものであ

る。 

【導入】子どもたちは，アイマスクをつけて歩い

た体験を振り返って，そのときの不安感や介助者

への依頼心などについて話をしていた。 

【展開１】まず，白いつえの女の人と男の子の様

子を見ていた「わたし」が思っていることについ

て考えた。「男の子は，なぜ女の人のそばを歩いて

いるのか」「なぜ声

をかけないのか」

などと，まさに自

分たちの疑問を出

していた。 

男の子の思いに

ついては，「はずか

しい」「どうやって

声をかけたらよいかわからない」「どんな手伝い方

をすればよいかわからない」「声をかけても知らな

い顔をされたらいやだ」などと，その場に自分が

居合わせたらと，自分の不安な気持ちを男の子に

重ねて考えていた。「目の不自由な人に声をかける

とびっくりされる」「女の人は，一人でも大丈夫だ

から」「いざというときには，手伝おう」と，相手

のことを思った考えも出た。 

写真⑦ ｢白いつえの人｣板書 

【展開２】親切にした経験や喜ばれてうれしかっ

たことが出た。進んで声

をかけて「気持ちだけい

ただいておく」と断られ

た話，これぐらい一人で

できると思ったけど手伝

ってもらった話なども出

た。このような話し合い

の中で，子どもたちは，

相手ができることまで手

伝うのはよくないことに

気づいたようだ。 

【終末】では，地域に住

んでおられる視覚障害者

の思いを子どもたちに聞

かせたいと思った。身近

な人からの語りかけは，

感動と真実味を子どもた

ちに与え，子どもたちが

自らの生き方を考える手

がかりになると思ったか

らである。そこで地域に

生きる人として，ライト

ハウスの方に思いを語っ

ていただき，録音してき

たものを子どもたちに聞

かせた。それは，「不安な

思いで歩いていることが

多い」「視覚障害者は見守

ってもらっていることが

わからない。声をかけて

もらって初めて安心す

主題名 相手の立場に立って 内容項目   ２－（２） 

資料名 白いつえの人 出  典 青葉出版 

ねらい 相手の立場や気持ちを考えて，行動しようとする態度を養う。                      

本時の 

評価規準 

・注意深い足どり横断歩道を渡る白いつえの人の気持ちを考えることができる。 

・相手の身になって考え，行動しようとする意欲をもつ。 

授業に至る 
までに 

・総合単元を通して，思いやりの心や親切について児童がどのように考えを深めてきているかその実態を把握し

ておく。 

学習活動 主な発問と予想される児童の心の動き 指導上の留意点 

１目の不自由な人の身になってみた体

験を思い出す。 

 

 

 

２資料｢白いつえの人｣を読んで話し合

う。 

・わたしの気持ち 

 

 

 

 

・男の子が援助しなかったわけ 

 

 

 

 

 

 

・女の人の気持ち 

 

 

 

 

 

３今までの自分を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

４思いやりの心をあたためる。 

○みどり学習で目の不自由な人がどのように感

じているか体験したときのことを思い出しま

しょう。 

・見えないとこわかった。 

・一人では歩けなかった。 

 

 

○わたしは，どんなことを思いながら立ち止まっ

て，二人の様子を見ていたのでしょう。 

・不思議な動きをする子だ。 

・男の子は，なぜ手をかさないのか。 

 

○男の子は，女の人が横断歩道を渡るのを，なぜ

助けなかったのでしょう。 

・声をかける勇気がなかった。 

・声をかけたかったけど，恥ずかしかった。 

・声をかけないほうがよいと考えた。 

・いざと言うときには，手助けしようと思った。 

 

◎女の人は，助けてほしかったのでしょうか。 

・不安だったので，助けてほしかった。 

・一人で渡れるので，別に助けてほしいと思わな

い。 

・少し不安なので，見守っていてほしかった。 

 

○人に親切にしたりされたりして，喜ばれたりう

れしかったりしたことはありませんか。 

・見守っていてほしいと思ったことはありません

か。 

 

 

 

 

○目の不自由な人の話を聞きましょう。 

・相手のことをよく考えて行動したい。 

・勇気を出して声をかけたい。 

・アイマスクをつけて歩いたとき

のことを思い出すことができる

ように，写真を提示する。 

 

 

・状況を把握しやすいように，場

面絵と「わたし」を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考えを深めるためにグループで

の話し合いを取り入れる。 

 

 

 

 

・相手のどんな気持ちを考えたの

か，どんな立場を考えたのかを

聞く。 

・親切な行為の後の気持ちを聞く。 

・どのようにすることが相手にと

ってよいことなのか考えること

の大切さに気づかせるようにす

る。 

・ビデオレターを用意する。 

 

表３－４ 道徳指導案「白いつえの人」 
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る」「視覚障害者でも一人ひとり異なる。大丈夫な

人もいれば，そうでない人もいる。大丈夫な場所

もあれば，そうでない場所もある」という内容の

ものであった。これを聞いた子どもたちがどのよ

うな思いを温めていたか，詳しくは次の項で述べ

ることにする。 

 

じ

る

で

を

 

（２）分析と考察 

①道徳「わたし いややねん」 

本時は,「相手の気持ちを考えて，行動しようと

する心情を育てる」をねらったものである。「ある

がままの姿を認めて」という著者の願い，その当

たり前の願いをかなえていないのは,まわりのわ

たしたちであることに気づかせたいと考えた。 

特

あ

に

ル

障

大

第１節で示した道徳の評価の観点で，授業の分

析と考察を行うことにする。 

 

れ

ち

わ

自

の

〈アの観点〉「なんで わたしが 強ならなあかん

ねんやろ―か」について，｢勇気をもって！｣「人

に頼っていいよ」｢周りの人が気をつけたらよい｣

｢人の気持ちをみんなが考える｣などといった意見

が出た。中には，著者に強くなってほしいという

願いが強く，｢なんでわたしが･･･｣が自分たちに

向けられていることに気づきにくい子もいた。ま

た，この時点では「みんなが」と他人事のように

考え，自分の問題としてとらえにくい子もいた。 

的

受

習

果

 道徳の読み物資料としてみると，この絵本は読

者への投げかけの言葉で終わっているので，子ど

もたちが問題意識をもって話し合いを深めること

ができる。反面，前節２項で述べたように道徳的

行為を含んだ資料でもなく，オープンエンドだけ

に，子どもたちに「あるがままの姿を認めて」と

いう著者の思いを理解させるためには，指導者の

支援や解説も必要ではないかと思われる。 

 

②

よ

〈

の

「

る

〈イの観点〉学習の最後に子どもたちが書いたも

のを整理すると次のようになる。 

の

に

と

課

助

れ

子

せ

に

的

か

Ｂ 
・｢お手伝いしましょうか｣と声をかけたらいいなと思った。

・｢手伝うことはありませんか｣と声かけをしたい。 

・周りの人が車いすの人をじろじろ見るようなことがあった

ら，悲しい気持ちでいはることを伝えたい。 

Ａ 
・とてもめずらしいものを見ているようにしてほしくないと

いうことがわかった。 

・ぼくだったらどうかな。やっぱり悲しいだろうな。 

・周りの人が差別をしなければ，吉村さんもデパートや遊園

地に行けると思う。 

・みんな一人ひとりちがうという気持ちでいるのが大切。 

・車いすに乗っている人も同じ人間だから,ふつうの人とち

がうように見るのはおかしい。 

小学校道徳
Ｃ 
・あいての気持ちを考えてから,行動したらいいな。 

・しょうがいのある人だけじゃなくて，困っている人がいた

ら,手助けをしたい。 
Ａグループは，障害のある著者が外出時にじろ

ろ見られるということに関して書いたものであ

。著者の気持ちに寄り添って考えた上での意見

ある。Ｂグループは，Ａグループのような思い

もった上で，自分にできることを述べている。 

別な目で見ないということだけでなく，障害の

る人が人として当然の願いをかなえられるよう

支援をしたいという積極的なものである。Ｃグ

ープは，相手の気持ちを考えて行動することは,

害のある人に対してだけでなく，誰に対しても 

切なことであることを述べている。 

以上のように，道徳の時間の終末に近づくにつ

て，他人事としてとらえがちであった子どもた

の考えが「自分は」「自分であったら」などと変

ってきている。それは，子どもたちそれぞれが

分の心と対話をし，自分の思いや考えを友だち

それと交流した成果であると思われる。 

介助法などの方法論に流れてしまいやすい総合

な学習の時間の中で，障害のある人の気持ちを

け止めて思いやりに関する価値を深めるこの学

は，総合的な学習の時間のねらいから見ても効

があったと評価したい。 

道徳「白いつえの人」 

本時は，「相手の立場や気持ちを考えて，行動し

うとする態度を養う」ことをねらっている。 

アの観点〉用心深い足どりで横断歩道を渡る女

人の気持ちについて，「手助けをしてほしい」，

手助けを求めるのは恥ずかしい」，「自分ででき

」と大きく３種類の考えが出た。 

手助けを求める意見は，自分たちがアイマスク

体験をしたときの不安な気持ちを想起したもの

よる。恥ずかしさに関する意見は，知らない人

かかわる上で乗り越えなければならない自分の

題に基づいたものであると思われる。最後の手

けを求めない意見は，予想以上に多かった。そ

は，「障害のある人は大変だ」と思いがちである

どもたちに，障害のある人の様々な姿に気づか

たいという指導者の思いがあって，子どもたち

，障害のある人たちががんばっている姿を総合

な学習の時間などで見たり聞いたりさせてきた

らだと思われる。 

したがって，どの意見も，子どもたちが目の不
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自由な女の人の思いを大切に考えたものである。 

〈ウの観点〉これは，終末でライトハウスの人の

思いを聞いた後で，子どもたちが書いた心のカー

ドである。 

 

心のカードの内容を分類すると，次のようにな

る。 

 

①と②は，話を聞いて心が動いたことを中心

に，③と④，⑤は，視覚障害者に対してどうする

ことが大切かと改めて気がついたことを中心に，

⑥は，｢できそう｣｢してあげたい｣｢｢したい｣と微妙

に異なった表現ではあるが，行動に移したいとい

う気持ちを書いている。視覚障害者は必ず介助を

必要とすると思い込んでいた子どもたちが，障害

があるなしにかかわらず，人それぞれにできるこ

ととできないことがあるということに気づき，ま

た，助ければよいといった固定的に考えることこ

そあやまりであることを理解したようだ。そして，

相手の身になって考えて，まずは声をかけること

が大切であるという思いを深めていた。 

 

【視点２】地域の人の思いにふれて 

地域で実践する 

ライトハウスの人の話は，子どもたちの心を大

きく揺さぶった。恥ずかしいとか，どういうふう

に手伝ってよいかわからないなどと消極的だった

子どもたちの心は，目の不自由な人の手伝いをし

たいという積極的なものに変わった。 

子どもたちが地域で視覚障害者に出会ったと

きに，そういう思いが実践となるだろう。その心

は，障害があるなしにかかわらず，身の周りの困

っている人にも向けられるだろう。地域の人の思

いは，子どもたちが生き方を考えるきっかけとな

った。 

 

【視点１】地域と結びついた学習活動で気づいた

道徳的価値を道徳の時間に深める 

ド
キ
ド
キ
す
る
と

思
っ
て
い
た
け
ど
，

み
ん
な
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
内
に

が
ん
ば
っ
て
声
を

か
け
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。 

こ
ま
っ
て
い
る

人
の
気
持
ち
を

よ
く
考
え
た
い
。

こ
ま
っ
て
い
る

人
の
こ
と
を
よ

く
考
え
て
手
助

け
を
す
る
。 

子どもたちは，事前の総合的な学習の時間にお

ける学習活動において人を思いやることの大切さ

に気づいていた。そして，道徳の時間に「わたし

いややねん」｢白いつえの人｣という資料と出会い，

自分の思いやりの心を見つめ直し，自分とは異な

った友だちの考えを聞いて，自分のよさやよりよ

く生きるための自分の課題を見つけていたように

思う。このように，事前の地域と結びついた学習

活動において気づいた価値，すなわち，生活する

地域で気づいた価値を道徳の時間にとらえなお

し，深めることができたのではないかと考える。 ①人によってちがうことがわかった・・２人 

②車の音を頼りに歩くなんてすごい・･･２人 

③手助けがいる・・・・・・・・・・・２人 

④声かけをしたらよい・・・・・・・・１人 

⑤手伝いをすればよい・・・・・・・・４人 

⑥声かけができそう 

声かけをしてあげたい  ・・・・１８人 

声かけをしたい    

 

【視点１，２】実践しながら道徳学習を進める 

子どもたちは，道徳の時間に限らず，思いやり

についてふくらんだ思いを心のカードに書きとめ

ていった。その中に「デパートでトイレにいった

とき，小さい子が『早く行きたい』と言ってない

ていたし，わたしが一ばん後ろに行って，前に行

かしてあげました。」「バスの中で，おじいさんと

おばあさんが乗ってきたので，となりの友だちと

いっしょにかわりました。友だちといっしょだっ

たので，心強かったです。」などと，子どもたちは

総合単元的な道徳学習を進める中で，テーマであ

る｢思いやりの心をふくらまそう｣にそって，進ん

で実践もしていた。 

道徳の時間に価値を深めると，それを実現しよ

うとする気持ちが高まる。子どもたちは，地域で

その実現を図る。そして，その時の気持ちや様子

をもって，総合的な学習の時間でテーマに沿って

地域を見つめ直したり，次の道徳の時間でさらに

深く価値をとらえ直したりする。総合的な学習の

時間が地域と結びついたものであるから，それと

関連させた道徳の時間の学習内容についても自分

のこととして考えられるようになる。このように，

地域と結びついた総合単元的な道徳学習は，地域

で道徳的実践をしながら価値を深めることができ

ると考える。 

したがって，指導者は，関連させる学習活動や

日常生活における子どもたちの実践の様子などを

把握して，道徳の時間の学習に生かすよう心がけ

なければならないと思う。実践をしている子ども

たちを認めたり，励ましたりすることも意欲をさ

らに高めることにつながると考えるからである。  
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日常生活における経験や気づきなどを道徳の時

間に生かす手だてとして，子どもたちの「心のノ

ート」の活用も考えられる。そのためには，家庭

で，学校で，朝の会や帰りの会で，休み時間など

で，自由に子どもたちが「心のノート」に書き込

んだり，読んだりする機会を設けることも大切で

あると思われる。 

 

【視点１】総合単元を通して 

子どもたちの変容が見える                  

単元に入る前は，落し物を拾ってもらったり，

保健室に友だちを連れて行ってあげたりするよう

なことを親切であるととらえていた。障害のある

人の立場に立って総合的な学習の時間を進める一

方で，「わたし いややねん」の学習をする。それ

まで介助の方法など，健常者の目でみた総合的な

学習の時間になりがちであったが，障害者の内面

に気づかせることができた。Ａ児は，著者の気持

ちを考えて周りのみんなが変わることが大切であ

ることを述べている。ただし，この時点では，「声

をかけてみたい」とやや消極的であり，障害のあ

る人を「かわいそうだ」という見方をしている。

その後，総合的な学習の時間に，障害のある人に

かかわって仕事をされている地域の人から話を聞

いたり，地域へ出てだれにとってもやさしい町と

なっているか調べたりする学習をする。そして，

｢白いつえの人｣の学習では，男の子の行為を「す

ごくやさしい」ととらえている。Ａ児の相手を思

う気持ちがふくらんできたからであると思われ

る。つまり，「この男の子のように相手の思いを大

切にしたい」という気持ちが底にあるのではない

かと考える。最後には，自分も「役に立ちたい」

と言い切っている。 

子どもたちの心の変容を把握するために，また，

子どもたちが自分の心の変化を知るために，ふく

らんだ思いを心のカードに記入し，単元を通して

貼りまとめていった。図３－２は，Ａ児の心の変

容を示したものである。 

このように，単元を通して，道徳の時間だけで

は見えなかった子どもた

ち一人ひとりの心の変容

を見ることができた。ま

た，大きなくくりの中で

の学習であるので，子ど

もたちがじっくりと道徳

性を身につけていくこと

ができた。子どもたちの

学習の様子については，

指導者により家庭や地域

へお便りなどで知らされ

ていた。したがって，こ

の学習の過程においては，地域の人や家族の子ど

もたちへの働きかけもあったに違いない。このよ

うな総合単元的な道徳学習においては，地域とと

もに子どもたちの心

を育てることができ

ると考える。  

心のカードは，総

合単元の取組の間，

掲示し，友だちとの

                   

 

 

 

 

車イスで地域を移動する 

点字をうつ 

総合的な学習の時間で 

学級文庫 

日常活動 

障害のある人を理解するた

めに本を読んだり，本や内容を

紹介し合ったりする。 

図３－２ 心のカードより 

道徳②「白いつえの人」 

白いつえの女の人を男の子が後ろから見まもっ

ていた。わたしは，すごくやさしいなあと思った。

わたしも不自由な人の役に立ちたいです。 

道徳①「わたし いややねん」 

  周りの人たちがじろじろ見たりするから，よ

しむらさんは，深くきずついていると思います。

自分がじろじろ見られたらいやだし，かわいそ

うだと思います。声などかけられたら，かけて

みたいです。 

思いやりの心とは 

・こまっているときに，

助け合う心 

・友だちの心も考える 

親切にしたこと 

・道を教えてあげた。 

・ほけんしつにつれて行

ってあげた。 

親切にしてもらったこと 

・落し物をひろってもら 

った。 

・バスでせきをゆずって

もらった。 

思いやりの心をふくらまそう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑧ 心のカード 
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価値の交流の場とした。このコーナーは，指導者

にとっても，子どもたちへの支援や継続指導に生

かす上で効果があったと思われる。 

小学校道徳

 

【視点１】総合単元的に取り組むことで 

価値を深める 

子どもたちは，総合単元的な道徳学習を通して

自分の心を見つめ，思いやりの心の変化を次のよ

うにとらえている。 

｢思いやりの心はふくらんだと思う。役に立ちた

いという心がすごくふくらんでいると思う｣｢人の

気持ちをよく考えるようになった｣などと，多くの

子どもたちが思いやりの心をふくらませることが

できたと自己評価している。中には,「あんまりふ

くらんでいない。体の不自由な人を見ても，はず

かしくてあまり声をかけられなかったから」とい

う子もいる。道徳の時間に価値を深めることによ

り，できていない自分を厳しく見つめるようにな

ったからであると思われる。｢ぼくのお兄ちゃん

は，耳が聞こえない。お兄ちゃんのことをいっぱ

い話せた｣と，常に自分の兄のことを思いながら価

値について考えを深めてきたと思われる子もい

た。 

このように，テーマをもって総合単元に取り組

むことで，課題が明確となり，単元を通して子ど

もたちが自分自身との対話を深めることができた

のではないだろうか。 

また，総合的な学習の時間と道徳の時間との関

連について，子どもたちは，次のように感想を述

べている。(以下の「みどり学習」とは，研究協力校の総合的

な学習の時間のことである)｢みどり学習で目の不自由

な人について調べた。道徳の時間にその話の中に

自分が入っていくような気がした。｣「道徳の時間

に知ったことや考えたことも，みどり学習のポス

ターに入れた。」｢みどり学習で目の不自由な人の

ことを勉強していたから，『白いつえの人』では，

少し目の不自由な人の気持ちがわかった。｣と。道

徳の時間の学習が総合的な学習の時間に，総合的

な学習の時間が道徳の時間に生かされることによ

り，どちらの学習をも深めることにつながったよ

うである。 

 以下は，総合単元の学習を終えた子どもたちの

感想である。道徳の時間だけでなく，総合単元を

通して，また，学期，年間を通して子どもたちの

思いや変容を把握し，言葉かけなどの支援をして

いくことで，道徳の時間に深めた価値は子どもた

ちの心に生きてはたらくと思われる。子どもたち

のこの思いが心に生きて，生活の中で実現できる

よう支援をしていきたいと考える。 

 

○もし，わたしが障害のある人になったら，助けてほしい

と思います。まわりの人も，できることがあると思いま

す。スロープやもうどう犬などもたよりになるけど，やっ

ぱり,わたしたちの声かけが大事だと感じました。 

 

○この勉強をする前は，何も考えていませんでした。で

も，体が不自由な人を見つけると，すごく助けたいと

いう気持ちが出てくるようになりました。だからこの勉強

が終わっても，人の気持ちを考えて，声かけをがんば

りたいです。

○学習する前は，体の不自由な人に何かをたのまれて

も，自しんをもってできそうになかったけど，今の自分だ

ったら進んでできそうです。 

○人にやさしい町について考えようで，今まで考えたこと

もないことが学習できた。体の不自由な人のために，

みんなが努力したらいいのに。通りに自転車や車な

どをおいたら通りにくい。もう少し，人の気持ちとか考え

ないといけない。もし，わたしが不自由な人に出会っ

たら，「手伝うことはありませんか。」などと聞いたりし

て，役に立てたらいいと思いました。 
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(18) 前掲 注 16 道２ 

(19) 前掲 注４ p.38 

(20) 文部省小学校編『初等教育資料』No.769 2003．

６ pp..26～29 

おわりに  

地域と結びついた学習活動と関連をもたせる総

合単元を構想し，地域を生かして道徳の時間の展

開を図ることにより，道徳の時間が子どもの心に

響くものとなると考え，研究を進めてきた。その

中で，子どもたちの生活する地域に関する魅力あ

る教材の開発と活用は，課題に対する子どもたち

の興味や関心を高め，子どもたちが生き方を考え

る大きな手がかりになることを痛感した。ねらい

に迫る教材を開発し，子どもたちが魅力あるもの

としてとらえられるような努力を今後もしたいと

思った。 

この研究を進めるに当たって，太秦小学校の校

長先生をはじめ，先生方には進んで協力していた

だいた。 道徳の時間の学習のベースになるのは，

指導者と子どもたちの信頼関係，そして，安心し

て自分のことを語ることができる学級である。ま

さにそんな中での実証授業であった。太秦小学校

のみなさんや地域教材の開発に快く協力してくだ

さった地域の方に感謝の意を表したい。 



行事 その他
入学式
４－（3）

たのしい　がっこう　４－（３）
がっこうは　たのしいね

たのしい　がっこう　４－（３）
がっこうは　たのしいね

あいさつ　２－（１）
おはよう

あいさつ　２－（１）
おはよう

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（3）

きまりを　まもろう　４－（！）
キリンさん　ごめんね

きまりを　まもろう　４－（！）
キリンさん　ごめんね

遠足
２－（３），３－（１）

なかよく　２－（３）
二わのことり

なかよく　２－（３）
二わのことり

たいせつな　いのち　３－（２）
ハムスターの　あかちゃん

おもいきって　１－（３）
うれしかったこと

ごみゼロの日
４－（１），４－（4）

おもいきって　１－（３）
うれしかったこと

たいせつな　いのち　３－（２）
ハムスターの　あかちゃん

いきものを　たいせつに　３－（１）
おたまじゃくし

みんな　なかよく　２－（３）
ともくんと

国語　３－（１）
「だれだか　わかるかな」

みんな　なかよく　２－（３）
ともくんと

いきものを　たいせつに　３－（１）
おたまじゃくし

図工　３－（１）
「どうぶつ　だいすき」

わたしの　しごと　１－（２）
げんきだして！

わたしの　しごと　１－（２）
げんきだして！

しんせつに　２－（２）
花の　かんむり

しんせつに　２－（２）
花の　かんむり

うつくしい　こころ　３－（３）
ななつぼし

うつくしい　こころ　３－（３）
ななつぼし

避難訓練
１－（１），３－（２）

うをはだめ  1-(4)
イタリアの　アサガオ

うをはだめ  1-(4)
イタリアの　アサガオ

はなを　そだてよう
３－（１），３－（２）

かぞくって　いいな　４－（２）
ソリちゃんの　チュソク

かぞくって　いいな　４－（２）
ソリちゃんの　チュソク

いきものを　たいせつに　３－（１）
すずめの　赤ちゃん

きちんと　せいとん　１－（１）
「できるかな」ゲーム

いのちを　まもろう　３－（２）
きりんの　きよみずくん

あぶないよ　３－（２）
かさの　パラシュート

遠足
２－（３），３－（１）

わがままを　しないで１－（１）
かぼちゃの　つる

みんな　ありがとう　２－（４）
みんなの　ために

みんな　ありがとう　２－（４）
みんなの　ために

わがままを　しないで１－（１）
かぼちゃの　つる

きちんと　せいとん　１－（１）
「できるかな」ゲーム

いのちを　まもろう　３－（２）
きりんの　きよみずくん

　　　　　図工　３－（１）
　｢きょうかしょ　びじゅつかん」

しんせつに　２－（２）
はしの　うえの　おおかみ

なかよく　２－（３）
ゆっきと　やっち

なかよく　２－（３）
ゆっきと　やっち

しんせつに　２－（２）
はしの　うえの　おおかみ

国語　３－（１）
「こんなもの　みつけたよ」

ていねいに　２－（１）
えんぴつ

ていねいに　２－（１）
えんぴつ

みんなでつかうもの　４－（１）
みんなの　のりもの

みんなで　つかう　　もの　４－（１）
みんなの　のりもの

ものを　たいせつに　１－（１）
おもちゃの　かいぎ

すなおな　こころ　１－（４）
お月さまと　コロ

うちの　しごと　４－（２）
くつあらい

うちの　しごと　４－（２）
くつあらい

だいじな　しごと　１－（２）
おふろばそうじ

いきものを　たいせつに　３－（１）
すずめの　赤ちゃん

すなおな　こころ　１－（４）
お月さまと　コロ

だいじな　しごと　１－（２）
おふろばそうじ

避難訓練
１－（１），３－（２）

あぶないよ　３－（２）
かさの　パラシュート

ありがとう　２－（４）
へんとうせんの　とき

おもいきって　１－（３）
いばりんぼ

おもいきって　１－（３）
いばりんぼ

ぼくらの町　大すき　４－（４）
京の　かどはき

ものを　たいせつに　１－（１）
おもちゃの　かいぎ

うつくしい　こころ　３－（３）
お田うえじぞう

うつくしい　こころ　３－（３）
お田うえじぞう

ただしい　こと　１－（３）
みみずくと　お月さま

ただしい　こと　１－（３）
みみずくと　お月さま

ありがとう　２－（４）
へんとうせんの　とき

みんなが　つかう　もの　４－（１）
きいろい　ベンチ

　みんながつかうもの　４－（１）
　　　　　　きいろい　ベンチ

ぼくらの町　大すき　４－（４）
京の　かどはき

たのしい　がっこう　４－（３）
学校すごろく　ゲーム

たのしい　がっこう　４－（３）
学校すごろく　ゲーム

はなを　そだてよう
３－（１），３－（２）
３－（３），

9

あそびに　いこうよ
３－（１），２－（３）
４－（１）

　いきもの　だいすき
３－（１），３－（２）
２－（４）

本市の計画月

           　　教科・特活における
　　　　　　　　　地域と結びついた学習とつながる道徳的価値 本研究での計画

4

11

12

5

6

7

生活

10

ともだち　いっぱい
４－（３），２－（３）
２－（１），１－（１）

6年生を送る会，卒業式
２－（４），４－（3）

3

1

2

　はっぱの　いろが
　　　かわったよ
３－（１），２－（３）

みんな　みんな
だいすきだよ
１－（１），１－（２）
４－（２）

ふゆ　だいすき
２－（３），３－（１）
４－（４）

もうすぐ　２ねんせい
２－（４），３－（２）
４－（２），４－（３）
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【付表１】第１学年 主題配当例 
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社会 理科 総合 行事 その他
生命のつながり（１），（２）
３－（１），３－（２）

入学式
４－（６）

長所を見つけて　１－（６）
「明の長所」

長所を見つけて　１－（６）
「明の長所」

米づくりのさかんな庄内平野
３－（１），１－（５）

親切な心　２－（２）
　「女の子と母親」

親切な心　２－（２）
　「女の子と母親」

いつも正しく　４－（３）
「一郎君の審判」

いつも正しく　４－（３）
「一郎君の審判」

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（６）

真心をもって　２－（１）　　「時と場を
わきまえて・待合室で出会った少女」

生き方に学ぶ　３－（３）
「百一歳の富士」

　自由な行動　１－（３）
「約束」

　自由な行動　１－（３）
「約束」

（b案）野菜作りのさかんな○○
３－（１），１－（５）

　
　節度を守る　１－（１）
　「流行おくれ」

命の尊さ　　３－（２）
「ひろし君の手術」

ごみゼロの日
４－（１），４－（７）

男女の協力　２－（３）
　「言葉のおくりもの」

ふるさとを愛する心　４－（７）
「響け，心のハーモニー」

広い心で　２－（４）
「ブランコ乗りとピエロ」

男女の協力　２－（３）
「言葉のおくりもの」

勇気をもって　１－（２）
　　「勇気を出して」

広い心で　２－（４）
「ブランコ乗りとピエロ」

生命のつながり（３）
３－（１），３－（２）

命の尊さ　　３－（２）
　「ひろし君の手術」

勇気をもって　１－（２）
　　「勇気を出して」

みさきの家
２－（３），３－（１）

家族の幸せ　４－（５）
　「お母さんの病気」 　　

家族の幸せ　４－（５）
　「お母さんの病気」

生き方に学ぶ　３－（３）
「百一歳の富士」 　　

大切な命　３－（２）
「手のひらのかぎ」

自動車をつくる工場
１－（５），３－（１），１－（１）

生命のつながり（４）
３－（１），３－（２）

避難訓練
３－（２）

はげまし合う心　２ー（３）
「自分にチャレンジ」

はげまし合う心　２ー（３）
「自分にチャレンジ」

わたしの家族　４－（５）
「元気出して！」

わたしの家族　４－（５）
「元気出して！」

公正・公平な考え　４ー（３）
「みんな仲間だ」

公正・公平な考え　４ー（３）
「みんな仲間だ」

その人の身になって　２－（２）
　「くずれ落ちたダンボール箱」

自然の愛護　３－（１）
「失われゆく緑」

遠足
２－（３），３－（１）

社会のルールを守る　４－（２）
「何気なくしていること」　自然の愛護

社会のルールを守る　４－（２）
「何気なくしていること」

流れる水のはたらき
３－（１）

勇気と希望　１－（２）
「ストウ夫人」

勇気と希望　１－（２）
「ストウ夫人」

力を合わせて　４－（１）
「森の絵」

力を合わせて　４－（１）
「森の絵」

　工夫して　１－（５）
　「エジソン」

　工夫して　１－（５）
　「エジソン」

　
公徳心をもって　４－（２）

「危険です　ガラスが入っています」
　自然を愛する心　３－（１）
「緑よ　よみがえれ」

自然の愛護　３－（１）
「失われゆく緑」

　　　　公共のために　４－（４）
「空きかん拾い」

放送局（新聞社）の働き
１－（５），４－（１）

　自然を愛する心　３－（１）
「緑よ　よみがえれ」

　真心をもって　２－（１）　　「時と場を
わきまえて・待合室で出会った少女」

情報と社会
４－（７）

郷土を愛する心　４－（７）
「蛇ヶ谷」

感謝して　２－（５）
「黄熱病とのたたかい」

文化の違いを越えて　４－（８）
「ペルーは泣いている」

　　節度を守る　１－（１）
「流行おくれ」

力を合わせて　４－（１）
｢京都から　21世紀へのメッセージ]

力を合わせて　４－（１）
｢京都から　21世紀へのメッセージ」

感謝して　２－（５）
「黄熱病とのたたかい」

その人の身になって　２－（２）
　「くずれ落ちたダンボール箱」

避難訓練
３－（２）

大切な命　３－（２）
「手のひらのかぎ」

郷土を愛する心　４－（７）
「蛇ヶ谷」

仕事の尊さ　４－（４）
「母の仕事」

　文化の違いを越えて　４－（８）
「ペルーは泣いている」

わたしたちの生活と環境
３－（１），３－（２）

スキー教室
３－（１）

友を思う心　２－（３）
「良雄のノート」

　　希望をもって　１－（２）
　「ヘレンと共に」

　　公共のために　４－（４）
「空きかん拾い」

　友を思う心　２－（３）
「良雄のノート」

ふるさとを愛する心　４－（７）
「響け，心のハーモニー」

仕事の尊さ　４－（４）
「母の仕事」

誠実な心　１ー（４）
「発車前のできごと

誠実な心　１ー（４）
「発車前のできごと」

　希望をもって　１－（２）
　「ヘレンと共に」

公徳心をもって　４－（２）
「危険です　ガラスが入っています」

　私たちの学校　４－（６）
「ひるがえる校章旗」

　私たちの学校　４－（６）
「ひるがえる校章旗」

6年生を送る会，卒業式
２－（５），４－（６）

3

10

1

2

わたしたちのまち「太
秦」のために行動しよう
４－（７），３－（１）

11

12

7

9

国語「伝え方を選ん
で，ニュースを発信し
よう」

２ー（３），３－（１）
４ （１） ４ （７）

国語「地球かんきょう
について考えよう」
３－（１），３－（２）
４－（７），４－（８）

　韓国・朝鮮の歴史
　について学習しよう
　４－（７），４－（８）
４－（３）

韓国・朝鮮と日本との
かかわりについて学習
しよう

　４－（３），４－（８）

わたしたちの「太
　　秦」を探ろう
　４－（７），４－（８）
３－（１），４－（２）

本市の計画月

教科・特活・総合的な学習の時間における
　　　　　　　地域とむすびついた学習活動とつながる道徳的価値 本研究での計画

わたしたちの町「太
秦」について知ろう
　４－（７），３－（１）4

5

6

【付表２】第 5学年 主題配当例 



社会 理科 総合 行事 その他
さあ開こう歴史の扉を
　４－（７）

わたしたちをとりまくかんきょ
うと生活３－（１），３－（２）

入学式
４－（6）

国語「命とふれ合う」
３－（１），３－（２）

思いやりをもって　２－（１）
「気持ちと言葉」

思いやりをもって　２－（１）
「気持ちと言葉」

米づくりのむらから古墳のく
にへ　　４－（７），４－（８）

ものの燃え方と空気
３－（１），３－（２）

礼儀作法　２－（１）
　「いただきます」

礼儀作法　２－（１）
　「いただきます」

修学旅行
２－（３），４－（１）

男女仲良く　２－（３）
「友だちを探せ！」

男女仲良く　２－（３）
「友だちを探せ！」

聖武天皇と都の文化
４－（７），４－（８）

縦割りグループ顔合わせ
２－（３），４－（6）

広い心　２－（４）
「割りきれない気持ち」

広い心　２－（４）
「割りきれない気持ち」

　自然のすばらしさ　３－（１）
「一ふみ十年」

　自然のすばらしさ　３－（１）
「一ふみ十年」

楽しいおしゃべり　２－（４）
「おしゃべりゲーム」

楽しいおしゃべり　２－（４）
「おしゃべりゲーム」

源頼朝と武士の世の中
４－（３），４－（７）

ごみゼロの日
４－（１），４－（7）

国語「効果を考えて
書こう」　４－（７）

みんなの言い分　４－（２）
「金曜日の班活動」

みんなの言い分　４－（２）
「金曜日の班活動」

友を思う心　２－（３）
「友の肖像画」

友を思う心　２－（３）
「友の肖像画」

　　３人の武将と全国統一
　　４－（３），４－（７）

目標に向かって　１－（２）
　　「ぼくの大文字駅伝」

目標に向かって　１－（２）
　　「ぼくの大文字駅伝」

徳川家光と江戸幕府
４－（３），４－（７）

生き物と養分（２）
３－（１），３－（２）

役割を自覚して　４－（１）
「祇園祭と子どもみこし」

私と友達　２－（３）
　「元気出して！」

　　差別に立ち向かって　４－（３）
「どれい解放のために～リンカーン

役割を自覚して　４－（１）
「祇園祭と子どもみこし」

自由研究
３－（１）

公正・公平　４－（３）
「わけへだてなく」

　　はげまし合う心　２－（３）
「博吉君のさか上がり」

伊能忠敬と日本地図
４－（３），４－（７）

土地のつくりと変化
３－（１）

避難訓練
３－（２）

男女協力　２ー（３）
「みんなの組体操」

男女協力　２ー（３）
「みんなの組体操」

　　　　　　　　　　　　　　　　 わたしの家族　４－（５）
「はじめてのアンカー」

わたしの家族　４－（５）
「はじめてのアンカー」

明治維新をつくりあげた人々
４－（３），４－（７）

個性伸長　１ー（６）
「坂本竜馬」　-１-

個性伸長　１ー（６）
「坂本竜馬」　‐１-

広い心で　２－（４）
「坂本竜馬」　‐２-

かけがえのない命　３－（２）
「祖母のつえ」

世界に歩み出した日本
４－（３），４－（７）

遠足
２－（３），３－（１）

私と友達　２－（３）
　「元気出して！」

広い心で　２－（４）
「坂本竜馬」　‐２-

かけがえのない命　３－（２）
「祖母のつえ」

郷土を守る　４－（７）
「羽束師川」

郷土を守る　４－（７）
「羽束師川」

よい校風に　４－（６）
「いちょう祭」

戦争を体験した人々とくらし
３－（２），４－（７），４－（８）

よい校風に　４－（６）
「いちょう祭」

公正・公平　４－（３）
「わけへだてなく」

新しい日本，平和な日本へ
４－（３），４－（７），４－（８）

　
　　　　誠実な生き方　１－（４）

「手品師」
　自然とのつながり　３－（１）
　「自然と人間のつながり」

日本の心　４－（８）
　「めざめよ日本」

　志に向かって　１－（２）
「鑑真和上」

相手を思いやる　２－（２）
「最後のおくりもの」

　　　　誠実な生き方　１－（４）
「手品師」

勇気と努力　１－（２）
　「みんな同じ人間なのだ」

勇気と努力　１－（２）
「みんな同じ人間なのだ」

自分の長所　１－（６）
「勇太への宿題」

相手を思いやる　２－（２）
「最後のおくりもの」

大切な命　３－（２）
「太平洋に立つ」

　　　　自由な心と責任　１－（３）
「二人の旅人」

隣の国の人々と　４－（８）
「二十一世紀へのメッセージ」

助け合って生きる　４－（４）
｢助け合って生きる」

避難訓練
３－（２）

助け合って生きる　４－（４）
｢助け合って生きる」

日本の心　４－（８）
　「めざめよ日本」

　　　　誠実な生き方　１－（４）
「手品師」

大切な命　３－（２）
「太平洋に立つ」

世界の中の日本
４－（７），４－（８）

　　　　自由な心と責任　１－（３）
「二人の旅人」

自分の長所　１－（６）
「勇太への宿題」

スキー教室
３－（１）

　志に向かって　１－（２）
「鑑真和上」

　　差別に立ち向かって　４－（３）
「どれい解放のために～リンカーン

　自然とのつながり　３－（１）
　「自然と人間のつながり」

隣の国の人々と　４－（８）
「二十一世紀へのメッセージ」

真理を求めて　１－（５）
「天からの手紙」

真理を求めて　１－（５）
「天からの手紙」

感謝する心　２ー（５）
「赤ちゃんの魔法」

感謝する心　２ー（５）
「赤ちゃんの魔法」

国を思う心　４－（８）
「ロカみさきに立って」

国を思う心　４－（８）
「ロカみさきに立って」

本市の計画月

教科・特活・総合的な学習の時間における
　　　　　　　地域と結びついた学習活動とつながる道徳的価値 本研究での計画

太秦で生まれた
自分を知ろう
１－（２），１－（６）
２－（５），３－（２）
４－（５）

　AIDSとハンセン病
について学習しよう
４－（３）

国語「伝えたい『何
か』を見つけよう」
２ー（３），３－（１）
３－（２），４－（８）

4

11

12

5

6

7

9

国語「言葉と文化に
ついて考えよう」
４－（７），４－（８）

6年生を送る会，
卒業式

２－（5），４－（6）

3

10

1

2

わたしたちの生活と政治
３－（２），４－（２）
４－（７），４－（８）

生き物のくらしと
　　　　自然かんきょう
３－（１），３－（２），
３－（３）

太秦の人から
生き方を学ぼう
１－（２），１－（５）
２－（１），２－（５）
３－（１），４－（１）
４－（４）

世界の問題につい
て考えよう
３－（２），４－（８）

太秦の人に
　　　感謝しよう
　２－（５）

【付表３】第６学年 主題配当例 
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